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山鹿温泉祭

　４月13日、山鹿に春の訪れを告げる山鹿温泉祭が
開催。薬師堂での温泉祈

き

祷
とう

祭
さい

に始まり、山鹿灯籠踊り
保存会が湯

ゆことぶき

壽の舞を披露。古式ゆかしい御
み ゆ き

幸式
しき

行列
や子ども創作みこしなどが、にぎやかに街を練り歩き
ました。また、さくら湯横のイベント広場では湯けむ
りマルシェも行われ、多くの人でにぎわいました。
　表紙の写真は保存会の栗原瑞

みず

季
き

さんです。

山鹿灯籠踊り保存会による湯
ゆことぶき

壽の舞
まい

今月の表紙

５
月
の
広
報

　保育園の頃から水泳が好きで、将来は水泳
選手になるのが夢です。週１回スイミングス
クールに通って練習をしているので、どんな
泳ぎ方もできます。勉強では理科が得意です。

福島　嘉
ひ ろ

人
と

さん
中富小学校６年生

上記の筆文字
「やまが」を書いた
子どもたちを
紹介する
コーナーです
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重
点
的
に
取
り
組
む
施
策

１　
人
を
創
る

①�

子
ど
も
一
人
一
人
へ
の
き
め
細
や
か
な
支

援
の
充
実

　
サ
ポ
ー
ト
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
を
増
員
し
て
、

子
ど
も
た
ち
に
よ
り
き
め
細
や
か
な
支
援
を

行
う
と
と
も
に
、教
職
員
の
負
担
を
軽
減
し
、

子
ど
も
と
向
き
合
う
時
間
に
振
り
分
け
る
こ

と
で
、不
登
校
対
策
や
い
じ
め
の
未
然
防
止
・

早
期
発
見
に
向
け
た
取
り
組
み
を
強
化
し
ま

す
。

②
学
校
規
模
適
正
化
事
業

　
児
童
生
徒
が
適
正
な
教
育
環
境
で
、
学
校

生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
「
学
校
規

模
適
正
化
基
本
計
画
第
２
次
計
画
」
に
基
づ

き
、
引
き
続
き
学
校
の
再
編
に
取
り
組
み
ま

す
。
今
年
度
は
、
来
年
４
月
の
開
校
を
目
指

す
鹿
本
小
学
校
の
施
設
整
備
を
進
め
ま
す
。

２
　
経
済
を
創
る

①
農
業
担
い
手
支
援
総
合
対
策
事
業

　
農
業
の
担
い
手
不
足
の
中
、
新
規
就
農
者

の
確
保
・
定
着
化
や
集
落
営
農
組
織
の
育
成
、

認
定
農
業
者
や
農
業
法
人
な
ど
の
経
営
基
盤

の
強
化
を
図
る
施
策
を
展
開
し
、
農
地
の
集

積･

集
約
化
を
進
め
る
こ
と
で
効
率
的
な
地

域
農
業
の
維
持･

発
展
を
目
指
し
ま
す
。

②
農
産
物
生
産
振
興
事
業

　
国
や
県
の
事
業
を
活
用
し
、
作
業
効
率
や

生
産
性
の
高
い
設
備
な
ど
の
導
入
を
支
援
す

る
ほ
か
、
農
産
物
や
特
産
品
の
生
産
お
よ
び

振
興
に
対
す
る
取
り
組
み
を
支
援
す
る
こ
と

で
、
高
付
加
価
値
の
農
産
品
を
確
立
し
、
農

業
者
の
生
産
意
欲
の
向
上
と
、
収
益
性
の
高

い
産
地
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

③
観
光
戦
略
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
推
進

　
福
岡
都
市
圏
を
最
重
点
地
域
に
位
置
付

け
、
観
光
ニ
ー
ズ
の
把
握
と
効
果
的
な
情
報

発
信
に
努
め
る
と
と
も
に
、
山
鹿
灯
籠
、
菊

鹿
ワ
イ
ナ
リ
ー
、
日
本
遺
産
な
ど
の
観
光
資

源
を
生
か
し
、
市
内
を
周
遊
す
る
仕
組
み
を

構
築
し
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
福
岡
都
市
圏
か

ら
の
観
光
客
を
さ
ら
に
増
加
さ
せ
、
滞
在
時

間
の
延
長
を
通
じ
た
宿
泊
者
と
消
費
額
の
増

加
、
リ
ピ
ー
タ
ー
の
獲
得
に
つ
な
げ
ま
す
。

④
観
光
客
受
け
入
れ
態
勢
の
充
実

　
受
け
入
れ
環
境
の
整
備
・
充
実
を
図
る
た

め
、
宿
泊
施
設
の
充
実
に
取
り
組
む
事
業
者

を
後
押
し
し
ま
す
。
ま
た
、
福
岡
都
市
圏
か

ら
の
誘
客
を
目
指
し
、
２
次
交
通
ア
ク
セ
ス

の
強
化
対
策
と
し
て
、
久
留
米
市
か
ら
「
山

鹿
・
平
山
温
泉
」
へ
の
直
行
（
高
速
）
バ
ス

の
試
験
運
行
を
開
始
し
ま
す
。

３
　
住
み
続
け
た
い
ま
ち
を
創
る

①
健
康
づ
く
り
推
進
事
業

　「
市
民
歩
こ
う
運
動
」
の
前
進
を
は
じ
め
、

健
康
づ
く
り
の
た
め
の
生
活
習
慣
の
動
機
付

け
お
よ
び
定
着
化
に
取
り
組
み
、
市
民
一
人

一
人
が
「
自
分
の
健
康
は
自
分
で
守
る
、
創

る
」
と
い
う
意
識
の
変
革
を
図
っ
て
い
き
ま

す
。
こ
れ
に
よ
り
検
診
受
診
率
の
向
上
、
健

康
づ
く
り
習
慣
の
定
着
化
、
ひ
い
て
は
、
健

康
寿
命
の
延
伸
、
医
療
費
の
抑
制
に
つ
な
げ

ま
す
。

②
移
住
定
住
促
進
事
業

　
菊
池
川
流
域
の
４
市
町
合
同
で
魅
力
あ
る

情
報
の
発
信
や
受
け
入
れ
環
境
づ
く
り
を
進

め
る
と
と
も
に
、
移
住
希
望
者
に
具
体
的
な

生
活
イ
メ
ー
ジ
を
持
っ
て
い
た
だ
き
、
円
滑

な
移
住
に
つ
な
げ
る
た
め
の「
お
試
し
住
宅
」

「
お
試
し
滞
在
支
援
」
制
度
の
利
用
促
進
を

図
り
ま
す
。
ま
た
、
空
き
家
バ
ン
ク
の
充
実

を
図
り
、
改
修
費
補
助
に
よ
る
住
環
境
整
備

の
支
援
や
三
世
代
同
居
住
宅
支
援
を
行
い
ま

す
。

■
そ
の
他
の
重
要
事
業
　
　
　
　
　
　
　
　

○�

熊
本
地
震
を
踏
ま
え
、
防
災
拠
点
と
な
る

消
防
署
の
耐
震
化
に
向
け
て
、
老
朽
化
が

進
ん
で
い
る
鹿
北
分
署
の
整
備
に
着
手
し

ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
鹿
北
地
域
の
安
全
・

安
心
な
暮
ら
し
と
消
防
機
能
の
さ
ら
な
る

充
実
強
化
を
図
り
ま
す
。

○�

山
鹿
市
環
境
セ
ン
タ
ー
が
本
格
稼
働
し
ま

し
た
。
今
後
、
市
民
生
活
に
不
可
欠
な
施

設
と
し
て
、
安
全
で
効
率
的
か
つ
安
定
的

な
ご
み
の
焼
却
処
理
に
努
め
ま
す
。

○�

鹿
本
幼
稚
園
と
幼
慈
園
を
統
合
し
た
、
県

下
初
の
公
立
認
定
こ
ど
も
園
で
あ
る
「
鹿

本
こ
ど
も
園
」
が
開
園
し
ま
し
た
。
就
学

前
の
子
ど
も
に
教
育
と
保
育
を
一
体
的
に

提
供
し
、
多
様
化
す
る
保
護
者
の
ニ
ー
ズ

に
応
え
ま
す
。

　　
以
上
の
事
業
以
外
に
も
、
市
政
の
各
方
面

に
目
配
り
を
し
な
が
ら
「
人
輝
き
飛
躍
す
る

都ま

ち市�

や
ま
が
」
の
実
現
に
向
け
、
全
力
で

取
り
組
み
ま
す
。

市長　中嶋憲
けん

正
せい

地方創生の新たなステージへ
　目に見える形になっていよいよその姿を現した「菊鹿ワイナリー構想」「新
シルク蚕

さん

業
ぎょう

構想」「山鹿灯籠ジャパンブランド構想」。今年度は、これら３
つの戦略創造プロジェクトと菊池川流域日本遺産の取り組みを合わせた「ス
リープラスワン」をさらに磨き上げ、新たな段階へ引き上げることで、こ
れらが一層輝く年にします。
　また、女子ハンドボール世界選手権大会やインターハイを控え、スポー
ツと歴史文化による交流人口拡大の追い風をしっかりと受け止め、関係自
治体とも連携を強化しながら、まちのにぎわいにつなげていきます。

平成31年度施政方針

３　
住
み
続
け
た
い
ま
ち
を
創
る

１　
人
を
創
る

２　
経
済
を
創
る
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　市税、保育料、公共施設の使用料など、市が自主的に収入することのできる自主財
源は、77 億 8,472 万 6 千円で、全体の 27.3％となっています。どの地域に住む住民
にも一定の行政サービスを提供できるように、国が地方に代わって徴収し、分配する
地方交付税、国・県からの特定の事業に対する支出金や銀行などからの借入金（市債）
などの依存財源が、206 億 9,027 万 4 千円で、全体の 72.7％を占めています。
●平成31年度の特徴
　大型の社会資本の整備が完了した影響で、市債が前年度比 28 億 6,740 万円減（△
50.6％）となっています。
【消費税率の引き上げへの対応】　本年10 月1 日㈫に予定されている消費税率の引き
上げに対応するため、公民館や運動施設など施設の使用料を改定しました。

平
成
31
年
度
予
算
が
成
立
し
ま
し
た
。
一
般
会
計
予
算
に
特
別
会
計
と
企
業
会
計
を
合
わ

せ
た
規
模
（
各
会
計
間
の
や
り
と
り
を
除
く
）
は
、
４
７
３
億
８
４
２
５
万
円
と
な
り
ま

す
。
こ
の
ペ
ー
ジ
で
は
、
一
般
会
計
の
歳
入
・
歳
出
の
内
訳
な
ど
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

※�

市
長
説
明
（
3
ペ
ー
ジ
）
の
全
文
と
全
会
計
の
予
算
書
は
、
市
役
所
2
階
ロ
ビ
ー
で
閲

覧
で
き
ま
す
。

問
財
務
課　
☎（
43
）１
１
１
９

予
算

平
成
31
年
度

市税
48億 5,600 万円
（17.1％）

保育料、公共施設
の使用料など

29億 2,872万６千円
（10.2％）

地方交付税
104億円
（36.5％）

国庫支出金
35億 6,611 万９千円

（12.5％）

銀行などからの借入金（市債）
28億 60万円
（9.8％）

県支出金
24億 8,105 万５千円

（8.7％）

各種交付金など
14億 4,250 万円
（5.2％）

自主財源
27.3％

依存財源
72.7％

歳入

284 億 7,500 万円
　歳入（収入予定のお金）

人を創る
人材育成、教育環境の充実など
子ども輝きプラン　　　　　　　　6,556 万９千円
学校規模適正化事業（鹿本小学校）
　　　　　　　　　　　　　11億 2,135 万６千円

施政方針に掲げた、本年度に重点的に取り組む主な事業

住み続けたいまちを創る
移住定住対策、過疎地域の再生、生活基盤の整備など
健康づくり推進事業　　　　　　　　406万６千円
移住定住促進事業　　　　　　　　1,106 万８千円

経済を創る
農林業・商業の振興、企業誘致、誘客宣伝など
農業担い手支援総合対策事業　　　5,306万７千円
農産物生産振興事業　　　　　　　8,158万２千円
山鹿灯籠ジャパンブランド構想推進事業
　　　　　　　　　　　　　　　　2,585万２千円
受入態勢充実費　　　　　　　　　3,975万４千円

その他の主要事業
３本の柱以外にも重要事業に取り組んでいます
女子ハンドホール世界選手権大会　5,492万５千円
消防庁舎施設整備事業（鹿北分署実施設計）

2,126 万９千円
歴史的地区環境整備街路事業　　　１億7,165万円
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　高齢者や障がい者、子どもの福祉に 教育、文化、スポーツに

103億 2,682 万 6千円 36.3％ 34億 2,236 万２千円 12.0％

市民１人当たり　19万 7,665 円 市民１人当たり　６万5,507 円

　地域づくりや戸籍・住民票、選挙など行政の運営に 地域経済の発展に

32億 9,283 万２千円 11.6％ 28億 3,570 万８千円 10.0％

市民１人当たり　６万3,028 円 市民１人当たり　５万4,278 円

　健康や環境対策に　 まちの整備や市営住宅管理に

20億 1,175 万２千円 7.0％ 19億 3,787 万３千円 6.8％

市民１人当たり　３万8,507 円 市民１人当たり　３万7,093 円

　まちの安全対策に 市債（市の借金）の返済に

10億 9,469 万９千円 3.8％ 35億 5,294 万８千円 12.5％

市民１人当たり　２万954円 市民１人当たり　６万8,007 円

職員給与などの人件費
46億 4,927 万６千円

（16.3％）

医療費などの扶助費
65億 1,556 万４千円

（22.9％）

借入金の返済金（公債費）
35億 5,294 万８千円

（12.5％）

普通建設事業費
30億 309万円
（10.5％）

施設の維持管理などの物件費
40億 7,321 万８千円

（14.3％）

道路、公共施設などの
維持補修費

３億9,956 万３千円
（1.4％）

各種団体へ補助費など
27億 5,147 万６千円

（9.7％）

特別会計への繰出金
33億 3,697 万９千円

（11.7％）

義務的経費
51.7％

投資的経費
10.5％

その他
37.8％

歳出

積立金、貸付金など
１億9,288 万６千円

（0.7％）

　人件費、医療費の助成や各種手当などの扶助費と借入金の返済金（公債費）を合わ
せた義務的経費は、147 億 1,778 万８千円で、全体の 51.7%を占めています。学校、
道路などの社会資本の整備に使われる経費（投資的経費）は、30 億 309 万円で、全
体の 10.5％です。その他の経費には、各種団体への助成（補助費など）や特別会計
への支出（繰出金）、行政運営に必要な経費（物件費など）があり、全体の 37.8％を
占めています。
●平成31年度の特徴
　一般廃棄物処理施設の整備完了に伴い、普通建設事業が 38億 2,631 万３千円減（△
56.0％）となった一方、消費税率の引き上げや環境センター、認定こども園の開設な
どに伴い、物件費が６億 874 万５千円（17.6％）増加しています。

特別会計予算

企業会計予算
地方公共団体が行う事
業のうち、その経費を
当該事業の経営に伴う
収入をもって充てる会
計。

特定の歳入歳出を一般
会計から区分して別に
収支経理を行う会計。

国民健康保険事業
73億 638万５千円

介護保険事業
64億 313万３千円

後期高齢者医療
７億8,245 万１千円

簡易水道事業
２億3,988 万８千円

農業集落排水事業
８億4,065 万１千円

財産区（六郷、城北、
稲田）　　863万６千円

水道事業
７億7,750 万 1千円
下水道事業
18億 8,306 万４千円
病院事業
42億 7,000 万６千円

一般会計予算は
　歳出（支払い予定のお金）

▶歳出を目的別に見ると次のとおりとなり、市民1人当たり54万 5,039 円になります。
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移
住
定
住
環
境
を
整
備
す
る
た
め
、
三
世

代
同
居
を
目
的
と
し
た
住
宅
の
整
備
と
、
空

き
家
バ
ン
ク
を
活
用
し
た
住
宅
の
改
修
な
ど

を
行
う
人
へ
の
補
助
制
度
で
す
。
ま
た
、
本

制
度
利
用
者
は
、
市
と
協
定
を
締
結
し
て
い

る
住
宅
金
融
支
援
機
構
の
住
宅
ロ
ー
ン
「
フ

ラ
ッ
ト
35
」
の
金
利
引
き
下
げ
（
当
初
５
年

間
、
年
０
・
25
％
減
）
を
併
せ
て
受
け
る
こ

と
も
で
き
ま
す
。

　
Ｕ
タ
ー
ン
で
山
鹿
に
戻
る
人
、
市
外
か
ら

移
住
す
る
人
は
、
ぜ
ひ
補
助
金
な
ど
を
有
効

活
用
し
、
山
鹿
暮
ら
し
の
ス
タ
ー
ト
に
お
役

立
て
く
だ
さ
い
。

三
世
代
同
居
住
宅
支
援
事
業

　
市
外
か
ら
家
族
が
転
入
す
る
こ
と
で
三
世
代

同
居
と
な
る
世
帯
の
、
住
宅
の
改
修
や
新
築
、

購
入
に
係
る
費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

対
象
者
（
全
て
の
要
件
を
満
た
す
こ
と
）

�

●
　�

親
が
山
鹿
市
に
１
年
以
上
居
住
し
、
住
民

登
録
し
て
い
る
こ
と
（
居
住
す
る
地
域
の

自
治
会
に
加
入
し
て
い
る
こ
と
）

�

●
　�

子
や
孫
な
ど
が
市
外
か
ら
山
鹿
市
に
転

入
し
て
か
ら
１
年
以
上
経
過
し
て
い
な

い
こ
と

�

●
　�

三
世
代
同
居
の
構
成
員
全
員
が
、
市
税
を

滞
納
し
て
い
な
い
こ
と

�

●
　�

補
助
を
受
け
た
日
か
ら
５
年
以
上
継
続

し
て
三
世
代
同
居
を
す
る
人

※�

同
一
の
建
物
や
敷
地
に
居
住
す
る
場
合
の

み
対
象
に
な
り
ま
す
。

対
象
住
宅
（
全
て
の
要
件
を
満
た
す
こ
と
）

�

●
　�

親
が
市
内
に
所
有
す
る
住
宅
か
、
三
世
代

同
居
の
世
帯
員
が
市
内
に
所
有
し
よ
う

と
す
る
住
宅
で
あ
る
こ
と

�

●
　�

所
有
権
の
保
存
登
記
か
所
有
権
の
移
転

登
記
を
し
て
い
る
も
の
、
ま
た
は
固
定
資

産
課
税
台
帳
に
記
載
の
あ
る
も
の

対
象
費
用
（
全
て
の
要
件
を
満
た
す
こ
と
）

�

●
　�

三
世
代
同
居
を
目
的
と
し
た
住
宅
の
新

築
、
改
修
工
事
、
購
入
に
係
る
費
用

�

●
　�

専
門
の
事
業
者
に
依
頼
し
て
行
う
新
築

や
改
修
の
工
事
費
、
ま
た
は
購
入
費
が

50
万
円
以
上
の
も
の

�
●
　�
国
や
地
方
自
治
体
の
他
の
助
成
制
度
の
補

助
を
受
け
て
い
な
い
住
宅
に
係
る
も
の

補
助
率
・
補
助
限
度
額

�

●
　�

総
額
50
万
円
以
上
の
工
事
費
や
購
入
費

の
２
分
の
１
に
相
当
す
る
額
（
千
円
未
満

は
切
り
捨
て
）
で
、
50
万
円
を
限
度
（
た

だ
し
、
市
外
事
業
者
と
契
約
し
て
行
う
場

合
は
25
万
円
を
限
度
）

空
き
家
バ
ン
ク
活
用
促
進
事
業

　
空
き
家
バ
ン
ク
へ
の
登
録
を
促
進
し
、
市

内
の
空
き
家
の
有
効
利
用
と
市
内
へ
の
円
滑

な
移
住
を
図
る
た
め
、
登
録
物
件
の
改
修
、

家
財
道
具
の
処
分
、
引
っ
越
し
に
係
る
経
費

の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

対
象
者

�

●
　�

空
き
家
バ
ン
ク
に
登
録
さ
れ
た
物
件
所

有
者
（
市
外
か
ら
の
転
入
者
と
契
約
し
た

場
合
に
限
る
）、
ま
た
は
空
き
家
バ
ン
ク

利
用
者
の
う
ち
、
市
外
か
ら
の
転
入
者

①
改
修
等
工
事
補
助

　
空
き
家
バ
ン
ク
を
通
じ
て
売
買
や
賃
貸
借

契
約
を
締
結
し
た
物
件
を
改
修
す
る
際
の
工

事
費
用
を
補
助
し
ま
す
。

対
象
費
用

�

●
　�

市
内
に
主
た
る
事
業
所
な
ど
を
有
す
る

事
業
者
に
依
頼
し
て
行
う
改
修
工
事
に

係
る
費
用
（
工
事
費
用
の
総
額
が
50
万
円

以
上
の
も
の
に
限
る
）

補
助
限
度
額

�

●
　�

工
事
費
の
２
分
の
１
に
相
当
す
る
額
（
千

円
未
満
切
り
捨
て
）
で
、
50
万
円
を
限
度

②
家
財
処
分
費
用
補
助

　
空
き
家
バ
ン
ク
を
通
じ
て
、
売
買
や
賃
貸

借
契
約
を
締
結
し
た
物
件
に
残
っ
て
い
る
家

財
な
ど
を
処
分
す
る
費
用
を
補
助
し
ま
す
。

対
象
費
用

�

●
　�

廃
棄
物
の
処
理
の
資
格
を
有
す
る
事
業

者
に
依
頼
し
て
行
う
家
財
処
分
に
係
る

費
用

山鹿市への移住定住促進のための補助制度
地域づくりなどの補助制度
結婚を希望する人を応援する団体への補助制度

問地域生活課　☎ (43)1114

移住定住促進などのため、さまざまな補助金を設けています。
本市の活性化のため、ぜひご活用ください。

移
住
定
住
促
進
の
補
助
制
度
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補
助
限
度
額

�
●
　�
家
財
処
分
費
の
２
分
の
１
に
相
当
す
る

額
（
千
円
未
満
切
り
捨
て
）
で
、
５
万
円

を
限
度

③
引
っ
越
し
費
用
補
助

　
空
き
家
バ
ン
ク
を
通
じ
て
市
外
か
ら
転
入

す
る
際
の
引
っ
越
し
費
用
を
補
助
し
ま
す
。

対
象
費
用

�

●
　�

運
送
業
者
に
依
頼
し
て
行
う
登
録
物
件

へ
の
引
っ
越
し
に
係
る
経
費

補
助
限
度
額

 

●
　�

引
っ
越
し
費
用
の
２
分
の
１
に
相
当
す

る
額
（
千
円
未
満
切
り
捨
て
）
で
、
５
万

円
を
限
度

※�

ど
ち
ら
の
事
業
も
、
ま
ず
は
地
域
生
活
課

（
移
住
定
住
相
談
窓
口
）へ
ご
相
談
く
だ

さ
い
。
申
請
内
容
を
審
査
し
、
予
算
の
範

囲
内
で
助
成
し
ま
す
。

地
域
づ
く
り
推
進
補
助
金
・

一
般
団
体
事
業

　　
市
民
の
皆
さ
ん
が
自
主
的
に
実
施
す
る
地

域
づ
く
り
な
ど
の
取
り
組
み
を
支
援
し
ま
す
。

募
集
期
間
　
５
月
７
日
㈫
～
21
日
㈫

対
象
事
業

　

●
　 

市
全
域
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
地
域
づ
く

り
事
業
（
イ
ベ
ン
ト
、
世
代
間
交
流
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
の
年
間
を
通
し
た
活
動
）

対
象
団
体

　

●
　 

地
域
づ
く
り
を
目
的
と
し
て
活
動
す
る
特

定
非
営
利
活
動
法
人
ま
た
は
、
こ
れ
に
準

ず
る
５
人
以
上
の
団
体

対
象
経
費

　

●
　 

事
業
に
係
る
消
耗
品
や
使
用
料
、
原
材
料

費
な
ど（
別
に
定
め
る
基
準
が
あ
り
ま
す
）

補
助
率
な
ど
　

　

●
　 

対
象
経
費
の
10
分
の
10
以
内
で
、
１
団
体

20
万
円
を
限
度
と
し
ま
す
。

国
際
・
地
域
間
交
流
事
業
補
助
金

　
民
間
団
体
が
主
催
す
る
、
本
市
の
持
つ
優

れ
た
自
然
や
歴
史
文
化
を
生
か
し
た
国
際
・

地
域
間
交
流
事
業
に
対
し
て
支
援
し
ま
す
。

募
集
期
間
　
５
月
７
日
㈫
～
21
日
㈫

対
象
事
業
　

　

●
　 
教
育
、
文
化
、
ス
ポ
ー
ツ
、
産
業
、
福
祉

な
ど
に
よ
る
他
市
町
村
や
海
外
都
市
と
の

交
流
事
業

対
象
団
体
　

　

●
　 

本
市
内
に
活
動
の
拠
点
が
あ
る
民
間
団
体

で
、
国
際
・
地
域
間
交
流
事
業
の
実
績
ま

た
は
今
後
継
続
す
る
意
思
が
認
め
ら
れ
る

団
体

対
象
経
費
　

　

●
　 

交
流
事
業
に
要
す
る
経
費
（
飲
食
に
係
る

経
費
、
交
流
会
な
ど
の
参
加
費
、
お
土
産

代
、
本
市
以
外
の
会
員
に
係
る
経
費
な
ど

は
対
象
外
）

補
助
率
な
ど

　

●
　 

対
象
経
費
の
２
分
の
１
以
内
で
、
１
団
体

30
万
円
を
限
度
と
し
ま
す
。

※�

ど
ち
ら
の
事
業
も
、
地
域
生
活
課
に
備
え

付
け
の
申
請
書
に
必
要
事
項
を
ご
記
入
の

う
え
、
募
集
期
間
内
に
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
申
請
内
容
を
審
査
し
、
予
算
の
範
囲

内
で
決
定
し
ま
す
。

地
域
自
治
振
興
交
付
金

　
こ
の
交
付
金
は
、
自
治
機
能
の
維
持
や
住

民
の
自
主
的
な
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
に

活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。交
付
金
の
交
付
先
は
、

鹿
北
地
域
、
菊
鹿
地
域
、
鹿
本
地
域
、
鹿
央

地
域
は
各
地
域
ご
と
に
、
山
鹿
地
域
は
校
区

ご
と
に
設
置
さ
れ
て
い
る
地
域
協
働
組
織
で

す
。
地
域
協
働
組
織
は
、
対
象
地
域
に
居
住

す
る
人
が
地
域
生
活
の
向
上
を
図
り
、
自
治

会
よ
り
も
広
域
的
な
共
同
事
業
を
行
う
た
め

に
作
ら
れ
た
組
織
で
、
自
治
会
の
代
表
者
や

そ
の
他
必
要
な
団
体
の
代
表
者
で
構
成
さ
れ

て
い
ま
す
。
交
付
を
希
望
す
る
自
治
会
や
地

域
づ
く
り
活
動
団
体
は
、
各
地
域
協
働
組
織

へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

地
域
自
治
振
興
交
付
金
の
問
い
合
わ
せ
先

　

●
　 

山
鹿
地
域
…
地
域
生
活
課

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
☎（
43
）１
１
１
４

　

●
　 

鹿
北
地
域
…
鹿
北
市
民
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
☎（
32
）３
１
１
１

　

●
　 
菊
鹿
地
域
…
菊
鹿
市
民
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
☎（
48
）３
１
１
１

　

●
　 
鹿
本
地
域
…
鹿
本
市
民
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
☎（
46
）３
１
１
１

　

●
　 

鹿
央
地
域
…
鹿
央
市
民
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
☎（
36
）３
１
１
１

結
婚
チ
ャ
レ
ン
ジ
事
業
補
助
金

　
結
婚
を
希
望
す
る
独
身
男
女
に
出
会
い
の

場
を
提
供
す
る
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
実
施
す
る

団
体
を
支
援
し
ま
す
。

募
集
期
間
　
５
月
７
日
㈫
～
21
日
㈫

対
象
事
業

◦ 

結
婚
を
希
望
す
る
独
身
男
女
に
出
会
い
の

場
を
創
出
す
る
パ
ー
テ
ィ
ー
、セ
ミ
ナ
ー
、

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
事
業

対
象
団
体

◦ 

市
内
に
主
た
る
事
務
所
ま
た
は
活
動
拠
点

を
有
す
る
営
利
を
目
的
と
し
な
い
団
体

（
そ
の
構
成
員
の
数
が
５
人
以
上
の
も
の

に
限
る
）で
あ
っ
て
、結
婚
相
手
紹
介
サ
ー

ビ
ス
を
業
と
し
て
行
っ
て
い
な
い
も
の

対
象
経
費

◦ 

事
業
に
係
る
消
耗
品
費
や
会
場
借
上
料
、

広
告
宣
伝
費
、
謝
金
（
セ
ミ
ナ
ー
講
師
、

司
会
）
な
ど

補
助
率
な
ど

◦ 

補
助
対
象
経
費
の
実
支
出
額
ま
た
は
総
事

業
費
か
ら
参
加
者
負
担
金
、
そ
の
他
の
収

入
を
控
除
し
た
額
の
い
ず
れ
か
少
な
い
方

の
額
の
４
分
の
３
で
、
１
団
体
10
万
円
を

限
度
と
し
ま
す
。

※�

地
域
生
活
課
に
備
え
付
け
の
申
請
書
に
必

要
事
項
を
ご
記
入
の
う
え
、
募
集
期
間
内

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
申
請
内
容
を
審

査
し
、
予
算
の
範
囲
内
で
決
定
し
ま
す
。

地
域
づ
く
り
な
ど
の
補
助
制
度

結
婚
を
希
望
す
る
人
を
応
援
す
る

団
体
へ
の
補
助
制
度
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全国高等学校総合体育大会インターハイ

感動は無限大��南部九州総体��2019

2019女子ハンドボール世界選手権大会

ボランティア (第2期 ) 募集中！

開催日程

　高校生最大のスポーツの祭典である夏のインターハイが、南部九州４県（熊本県、
鹿児島県、宮崎県、沖縄県）で開催されます。熊本県内でインターハイが行われ
るのは、平成 13（2001）年以来 18年ぶり、山鹿市ではハンドボール競技が開
催されます。全試合無料ですので、高校生の熱い戦いをぜひご覧ください。

24カ国が参加する世界大会に、ボランティアスタッフとして参加しませんか？熊本で世界大会の運営を体験
できる貴重な機会です！
募 集 期 限　6月 30日㈰まで
活 動 期 間 11月末〜 12月 15日㈰ごろまで
募 集 要 件　15歳以上（平成31年 4月 1日現在）、３日間以上活動できる人など
募 集 区 分　個人 /グループ（2人以上）/団体（教育機関、企業など）
申し込み方法　大会オフィシャルサイトから応募するか、応募用紙を郵送
募 集 種 類　語学ボランティア、運営ボランティア
活 動 内 容　観客対応、案内業務など
問い合わせ先　2019女子ハンドボール世界選手権大会組織委員会　ボランティア担当
　　　　　　　☎096（333）2558
※詳しくは、大会オフィシャルサイトをご覧ください。

８月３日㈯～９日㈮ 【�シンボルマーク�】

ハンドボール競技人権のこと、いろいろ学んでみませんか

ふれあい人権講座

【�ボランティアチーム
　　　　名称ロゴマーク�】

問世界ハンドボール大会推進室　☎ (41)5636　

インターハイ2019 検索

世界女子ハンド 検索

会　場 8/3㈯ 8/4 ㈰ 8/5 ㈪ 8/6 ㈫ 8/7 ㈬ 8/8 ㈭ 8/9 ㈮

山鹿市民交流センター（開会式） ●

山鹿市総合体育館 ● ● ● ● ● ●

山鹿市鹿本体育館 ● ● ● ●

オムロンリレーアンドデバイス㈱鹿陽センター ● ●

菊池市総合体育館 ● ● ●

玉名市総合体育館 ● ● ●

合志市総合センターヴィーブル ● ●
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　参加対象　�山鹿市に住んでいる人か、勤めている人
　受 講 料　無料
　内　　容　�下記予定表のとおり年９回を予定
　申し込み　�人権啓発課へ下記⑴〜⑶いずれかの方法でお申し込みください。
　　　　　　
　　　　　　　⑴電話　☎ (43)1199
　　　　　　　　電話で①住所②氏名③電話番号をお知らせください。
　　　　　　　⑵来庁かファックス　FAX�(44)0373
　　　　　　　�　�任意の様式に①住所②氏名（フリガナ）③電話番号を記入し、人権啓発課に持参するか

FAXで送信してください。
　　　　　　　⑶ Eメール　jinken@city.yamaga.kumamoto.jp
　　　　　　　�　�上記アドレスに、件名を「ふれあい人権講座申し込み」、本文に「①住所②氏名（フリガナ）

③電話番号」を入力して送信してください。

問人権啓発課　☎ (43)1199

開催日 会　場 テーマ 内　容

６月19日㈬ 山鹿市役所 人権全般 開講式・講演

７月17日㈬ 鹿央市民センター 企業と人権 講演

８月21日㈬ 鹿本市民センター 高齢者の人権 講演

９月18日㈬ 鹿北市民センター 女性・子どもの人権 講演

10月 16日㈬ 菊鹿地区公民館 障がい者の人権 講演

11月中旬 市内小中学校 人権教育公開授業 授業参観

12月 18日㈬ 山鹿市役所 同和問題 講演

１月中旬 調整中 調整中 視察研修

２月16日㈰ 山鹿市民交流センター やまが人権フェスティバル 講演・発表

　予 定 表　

人KENまもる君  人KENあゆみちゃん

人権のこと、いろいろ学んでみませんか
人権って何？なんだか難しそう…。
避けて通るうちに、自分でも気付かずに偏見や差別につながることをして
いたり、被害者になったりするかもしれません。
自分と人権のつながりを学び、理解を深めるための講座を開催します。

ふれあい人権講座
参加者
募集 !

参加をお待ちしています！

お気軽にお申し込みください。

※講演は午後２時から60分間を予定しています。
※開催日時、内容は講師の都合などにより変更する場合があります。
※ご都合が合うときのみの参加でも構いません。

※５月 17 日㈮締め切り
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問国保年金課　☎(43)1527

　ジェネリック医薬品とは

　ジェネリック医薬品とはどういうもの？

Q．なぜ安いの？

Q．効き目は確か？

Ａ．�開発コストを安く抑えることが
できているからです。

　先発医薬品は、長期の研究開発と莫大な
費用が必要です。その実績に基づきジェネ
リック医薬品は開発されますので、先発医
薬品で確かめられた安全性と有効性を持ち
ながら、価格は安くなります。

Ａ．�効き目はもちろん、安全性も
同等で、安心して使えます。

　これまで効き目や安全性が実証されて
きた医薬品と同等と確認されたうえで、
製造・販売が認可されています。

ジェネリック医薬品を使いたい場合は、かかりつけの医師や薬剤
師によく相談しましょう。

先発医薬品によっては、ジェネリック医薬品が発売されていないものや、医療機関や
薬局に在庫のないものがあります。また、医師の判断により、先発医薬品からジェネ
リック医薬品に変更できない場合があります。

薬価 1 割負担 2 割負担 3 割負担

先発医薬品 185.7 円 6,778.1 円 13,556.1 円 20,334.2 円

ジェネリック
医薬品

安いタイプ 44.9 円 1,638.9 円 3,277.7 円 4,916.6 円

高いタイプ 101.3 円 3,697.5 円 7,394.9 円 11,092.4 円

差額
安いタイプの場合 ▲5,139.2 円 ▲10,278.4 円 ▲15,417.6 円

高いタイプの場合 ▲3,080.6 円 ▲6,161.2 円 ▲9,241.8 円

　ジェネリック医薬品（後発医薬品）とは、先発
医薬品（新薬）の特許が切れた後に発売される低
価格の医薬品のことで、先発医薬品と同等の有効
成分、効能・効果を持っています。

　ジェネリック医薬品に切り替えることで、自己
負担の軽減や医療保険財政の改善につながること
が期待されます。

※1日 1錠 365日服用と仮定

※����上記差額は単純に薬価×365日×窓口負担の割合の数字です。
　（小数第2位四捨五入）
※�実際の調剤報酬の計算方法では点数化しますので、あくまで参考値と
してお考えください。
※�上記は薬代のみの目安です。詳しい負担額については薬剤師にご確認
ください。

（平成30年 4月現在）

出典：注目の医療用医薬品「ジェネリック」のすべて　©日本ジェネリック医薬品・バイオシミラー学会

医薬品

医療用医薬品

一般用医薬品

医療機関で医師から処方される薬 新薬

ジェネリック医薬品薬局などで売られている市販品

ジェネリック医薬品を
ご活用下さい

先発医薬品とジェネリック医薬品の価格比較（脂質異常症の場合）
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こくほ と 後期高齢者医療 からのお知らせ

●後期高齢者健診
▼集団健診を受ける人
実 施 時 期　６月～８月中旬まで
自己負担額　800 円
　●　�がん検診を申し込んでいる人は、指定された時間
に受け付けをしてください。

　●　�後期高齢者健診のみ受診する人は、午前７時半～
10 時 20 分までの間で都合の良い時間にお越しく
ださい。

　●　�混み具合によっては待ち時間が長くなります。時
間に余裕を持ってお越しください。
▼個別健診を受ける人
実 施 時 期　６月～９月末まで
自己負担額　800 円
　●　�ご希望の医療機関（指定医療機関）に予約が必要で
す。詳しくは受診券と同封の書類をご覧ください。

後期高齢者健診と歯科口腔健診の受診券を郵送します
年に１度は健診を受けて、身体の状態を確認しましょう。

　後期高齢者医療保険制度加入者を対象に、後期高齢者
健診と歯科口腔健診を行います。対象者には５月下旬に
受診券を郵送しますので、検査項目や受診できる医療機
関などの詳しいことは同封の書類をご覧ください。

　健診結果から、日常生活指導や服薬指導が必要と判断
された人は、山鹿市（または、山鹿市から委託された事
業所）の保健師や栄養士が、ご自宅を訪問することがあ
ります。

受診券の色 対象者 健診の種別

ピンク色 後期高齢者医療保険加入の人
(障がい認定の65歳以上の人を含む ) 後期高齢者健診

オレンジ色 国民健康保険加入者で６月〜９月の間に75歳を迎える人 健診当日の保険種別により国保特定
健診か後期高齢者健診のどちらか

緑色 後期高齢者医療保険加入の人
(障がい認定の65歳以上の人を含む ) 歯科口腔健診

健診受診券の色の違い

●歯科口腔健診
実 施 時 期　６月～ 10月末まで
自己負担額　400 円
　●　�ご希望の歯科医院（指定医療機関）に予約が必要で
す。詳しくは受診券と同封の書類をご覧ください。

　●　�健診期間中（６月～ 10 月中）に 75 歳を迎える人
には受診券は郵送しません。誕生月の前月に開催
する 75歳年齢到達者説明会のときに配布します。

●注意事項
　●　�後期高齢者健診は、集団健診か個別健診のどち
らかを選んで受診してください。誤って両方受
診した場合、どちらかの健診が全額自己負担
（８千円程度）になります。

　●　�健診日時点で後期高齢者医療保険の資格が無い
人は受けられません。健診を受けた後に資格が
無いことが判明した場合は、健診費用（８千円
程度）を返還していただきます。

問国保年金課後期医療年金係　☎(43)1576

　

　自覚症状がなくても、健診を受けることで病気を早
期発見でき、早期治療につなげることができます。定
期的に健診を受けることが大切です。
　健診の結果、訪問指導を受けた場合は、日ごろか
ら健康について気になっていることなどを、お気軽に
ご相談ください。
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…防災監理課　☎(43)1113問

５月11日㈯〜20日㈪までの10日間

５月 20 日㈪は「交通事故死ゼロを目指す日」です

　春は新入学（園）児童が通学・通園を始める
時期です。慣れない環境の中で交通事故に巻き
込まれることが心配されます。また、県内の
交通事故死者数の半数以上を高齢者が占めてい

て、高齢者の交通事故防止も重要な課題となっ
ています。
　春の交通安全運動では次の４つの項目を運動
の重点として推進します。

春の全国交通安全運動

交通安全運動の４つの重点

　歩行者は、反射材の活用など身の安全を確
保し、道路を横断する際は、左右の安全確認
を必ず行いましょう。

子どもと高齢者の安全な通行の確保と
高齢運転者の交通事故防止

　自転車は車両です。車道の左側を通行し、
歩道を通るときは歩行者優先で車道寄りを
徐行しましょう。安全ルールを守り、子ど
もはヘルメットを着用しましょう。

　シートベルトとチャイルドシートの着用は
義務です。後部座席を含めた全ての座席で
シートベルトを着用し、６歳未満の幼児は
チャイルドシートを正しく使用しましょう。

　飲酒運転は重大な事故に直結する悪質・危
険な犯罪です。「ちょっとだけ…」の軽い気
持ちが取り返しのつかない悲劇を引き起こ
します。乗らない！乗せない！飲ませない！
を徹底しましょう。

1 ２

３ ４全ての座席のシートベルトとチャイルド
シートの正しい着用の徹底

飲酒運転の根絶

自転車の安全利用の推進
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街角ぐるっとナビ 街角ぐるっとナビ 

春一番楽走カーニバル
…第７回「清浦総理顕彰」あんずの丘マラソン大会   ３月21 日
　山鹿の早春の自然を満喫しながら、ゆっくりのんびり楽
しく走ることを大会の趣旨とした「清浦総理顕彰あんずの
丘マラソン大会」に、県内外から約1300人のランナーが
参加しました。心配された雨も上がり、菊鹿町あんずの丘
をスタート・ゴールとした1.5㌔、３㌔、10㌔の３コース
に分かれてスタート。参加者は、あんずの花が咲き始めた
コースをそれぞれのペースで、完走目指して元気に走りま
した。中には仮装したランナーもいて、沿道からはひとき
わ温かい声援が送られていました。また、同会場では「春
のグルメフェスタ」も開催され、会場は大いに盛り上がっ
ていました。

一斉にスタートする1.5㌔のランナー

山鹿温泉祭

山鹿市と郵便局が協力して地域の発展を目指します
…包括的連携協定調印式　　　　　　　　 ３月 22 日
　山鹿市と郵便局が、お互いの人的・物的資源などを有
効活用し、地域活性化や市民サービスの向上を目指すこ
とを目的とした包括的連携協定を結びました。この日は
市役所で調印式を行い、本市を代表して中嶋憲

けん

正
せい

市長、
日本郵便株式会社を代表して三玉郵便局の樋口一

かず

弘
ひろ

局長
が協定書に署名。中嶋市長は「郵便局が持つ市民からの
信頼やネットワークをお借りして、実効性の高い連携を
行いたい」とあいさつしました。具体的な取り組みとし
て、郵便物配達中の一人暮らし世帯の見守りや、郵便ポ
ストを利用した防災情報ＱＲコードの貼り付け、空き家
バンク事業の周知や、婚活イベントなどを行う予定です。

左から中嶋市長、ぽすくま（日本郵便キャラクター）、樋口局長
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街角ぐるっとナビ 街角ぐるっとナビ 

桜満開の岳間路に体もおなかも大満足
…第 12 回岳間渓谷ぐるっとウォーク　　  ３月30 日
　ほっと岳間（旧岳間小学校）をスタート・ゴールとする５
㌔と10㌔コースを歩く岳間渓谷ぐるっとウォークに、県内外
から440人が参加しました。この大会は「岳間の良さを多
くの人に知ってほしい」と岳間の住民で組織している里山さ
るき実行委員会（東和

かず

行
ゆき

実行委員長）が主催。参加者の約
半数がリピーターで、コースに設けられた休憩所の岳間茶
やタケノコの煮しめ、甘酒、ぜんざいなどの手作りの食のお
もてなしや地元の人との触れ合いが大人気の理由です。こ
としは例年より１週間以上も早く咲いた満開の桜が参加者を
大いに盛り上げ、東実行委員長は「ふるさと岳間をたくさん
の人に褒めてもらうと元気が出ます」と話しました。

ほっと岳間をスタートした参加者

この傘を見掛けたら「ゆっくり」走ってください
…「ゆるや傘」贈呈式　　　　　　　　　 ３月 25 日
　自動車学校を経営するKDSグループ（本社熊本市：
永田佳

よし

子
こ

社長）から、オリジナル傘「ゆるや傘」450 本が、
市内小学校の新入生に贈られました。今回で６年目とな
る贈呈式で、永田社長は「子どもたちの大切な命は、社
会全体で守っていかなければなりません。運転している
大人がこの傘を見掛けたら、思いやりを持ってゆる～っ
と安全運転してもらいたいです」と話しました。
　雨の日は交通事故発生が晴天時の５倍になるといわれ
ています。この春、新入生は登下校を始めたばかりです。
ドライバーの皆さん、この傘を見掛けたら思いやり運転・
ゆっくり運転を心掛けましょう。

左から中嶋憲
けんせい

正市長、永田社長、堀田浩
こういちろう

一郎教育長

災害時の避難をスムーズに
…山鹿市川北地区マイハザードマップ　　     ３月 31 日
　鹿本町川北地区のマイハザードマップが完成し、この
ほど地区内に配布されました。これは平成 24 年７月の
豪雨災害で避難勧告が出た川北地区に、菊池川河川事務
所がマップの作成を提案。川北地区が昨年から約１年か
けてまち歩きや、ワークショップを開催して危険箇所や
避難経路、防火水槽の位置などを調査し、河川事務所と
完成させたものです。作成に協力した田中栄

えい

喜
き

公民館長
は「このマップを自宅の目に付くところに貼ってもらい、
住民一人一人が防災意識を高め、災害時には避難の目安
や避難経路を理解し、自らの判断で避難する目的意識・
共助意識を持ってもらいたい」と話しました。

左から拡大判のマップを持つ田中公民館長、相良雄
ゆう

二
じ

副区長

未来を担う子どもたちへ
…ＪＡバンク食農教育応援事業による補助教材の寄贈 　  ３月 25 日

左から大仁田組合長と堀田教育長

　ＪＡ鹿本（大仁田勲
いさお

代表理事組合長）から、小学生が
農業や食の勉強をするための補助教材「農業とわたした
ちのくらし」500冊と、教師用の教材などが山鹿市へ寄
贈されました。大仁田組合長は「食は命を守ります。朝
ごはんを食べない子どもも多いと聞いていますので、こ
のような活動で子どもたちの健全な成長の手助けをした
い」とあいさつ。教材を受け取った堀田浩

こう

一
いち

郎
ろう

教育長は
「本市では『早ね、あいさつ、朝ごはん』を大きなテーマ
としています。頂いた教材を有効に活用し、子どもたち
に食の大切さを伝えます」とお礼を述べました。この教
材は市内全小学校５年生の授業で使われる予定です。
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第41回全国JOCジュニアオリンピックカップ 
…春季水泳競技大会　　　　　　　　　　   ４月５日
　エクセレント水泳クラブ所属の辻大

だい

地
ち

さん（山鹿中学
校１年）が３月 27 日～ 30 日に東京辰

たつ

巳
み

国際水泳場で
行われた同大会に出場。50㍍自由形（11～ 12 歳クラス
：記録 25 秒 58）で見事６位に入賞し、福田幸

ゆき

範
のり

ヘッド
コーチとともに中嶋憲

けん

正
せい

市長に報告に訪れました。辻さ
んはことし２月、50㍍背泳ぎで 23 年ぶりに熊本県の学
童記録を更新する快挙も達成していて「２年後は得意な
50㍍自由形で全国優勝をします」と話してくれました。
　辻さんは 50㍍自由形以外にも 100㍍自由形と 50㍍バ
タフライにも出場。100㍍自由形は惜しくも決勝進出を
逃しましたが、50㍍自由形は総合 10位の成績でした。

左から堀田浩
こう

一
いち

郎
ろう

教育長、福田ヘッドコーチ、辻さん、中嶋市長

新生山鹿中学校が始まります
…鶴城中学校・山鹿中学校統合式　　　　  ４月８日
　３月に閉校した鶴城中学校と山鹿中学校の統合式が山
鹿中学校体育館で開催され、新生山鹿中学校がスタート
しました。式典では鶴城中学校の新２・３年生 28人が、
山鹿中学校の生徒たちに拍手で迎えられて入場し開式。
あいさつで田上明

あき

利
とし

校長が「鶴城中学校の生徒と新入学
生が加わった全校生徒 727 人と、75 人の先生で新しい
伝統を作っていきましょう。互いに仲良く手を取り合い、
心を合わせ、統合元年を素晴らしいものにしましょう」
と述べた後、生徒たちがお互いの校歌を歌い合いました。
その後、始業式も行われ生徒たちは新生山中生としての
自覚を持ち、新学期への期待を膨らませていました。

顔を合わせる両校の生徒たち

遠山弥
や

二
じ

兵
べ

衛
え

の功績をたたえて
…遠山神社例祭  　　　　　　　　　　　　  ４月４日

例祭の様子

　遠山弥二兵衛の功績と、水の恵みに感謝する遠山神社
例祭が、弥二兵衛の子孫縁者と地元住民ら約60人が参列
して行われました。160年ほど前の江戸時代末期、肥後藩
の代官として山鹿に赴任してきた弥二兵衛が、深刻な水
不足で年貢を収めることも困難だったこの地に、２年の歳
月を費やして、ため池や水路を整備。干ばつによる不作
を防いだものです。蒲生区湯

ゆ

の口
くち

水利組合委員長の立山
正
まさひろ

博さんは「昨年は雨が少なく、心配しましたが、ため池
のおかげで、不足することはありませんでした」とあいさ
つ。この偉業により、今ではため池は50万トンの貯水量を
誇り、蒲生、福原地区ほか約 500㌶の田を潤しています。

通学する子どもたちの安全確保を
…小学生へ交通安全横断旗の贈呈　　　　　4 月 8 日
　春の全国交通安全運動の一環として、山鹿地区安全運
転管理者等協議会から小学生を対象に横断旗 500 本が
贈られました。この日は田中栄

えい　いち

一会長と川上惟
た だ し

司顧問、
山鹿警察署の宮本慎

し ん や

也地域 ･交通課長が市役所を訪問。
田中会長は「横断旗は自分の存在を車に知らせる大切な
道具。新学期も始まり、新しい旗を使って気持ちよく安
全に通学してほしい。今後も贈っていきたい」と話しま
した。代表して中嶋憲

けん

正
せい

市長が旗を受け取り「これらの
活動が交通事故の減少につながり、大事な子どもたちの
命を守ることになります。大切に使います」とお礼を述
べました。

左から川上顧問、田中会長、中嶋市長、宮本課長
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第
10
回
コ
ー
ラ
ス
鹿
本

「
福
島
た
か
み
米
寿
記
念
」

心
ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト

コ
ー
ラ
ス
鹿
本

　
コ
ー
ラ
ス
鹿
本
の
指
導
者
、
福
島

崇た
か

実み

先
生
の
米
寿
を
祝
っ
て
、
コ
ン

サ
ー
ト
を
開
催
い
た
し
ま
す
。
楽
し

い
ひ
と
と
き
を
み
ん
な
で
過
ご
し
ま

せ
ん
か
！

◦
日
時
　
６
月
２
日
㈰

　
午
後
１
時
半
～

◦�

場
所
　
山
鹿
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

文
化
ホ
ー
ル

◦
参
加
費
　
無
料

◦
問
い
合
わ
せ
先
　（
荒
尾
）

☎（
46
）３
０
６
２

虚こ

空く
う

蔵ぞ
う

菩ぼ

薩さ
つ

祭
典堀

明
町
町
内
会

◦�

日
時
　
５
月
13
日
㈪

　
　
　
　
午
前
10
時
よ
り

◦
場
所
　
堀
明
町
虚
空
蔵
菩
薩
前

※�
読
経
終
了
後
、
お
参
り
の
人
に
、

お
供
え
の
紅
白
餅
を
差
し
上
げ
ま

す
。

◦
問
い
合
わ
せ
先
　（
泉
）

☎（
43
）１
３
２
８

男
性
料
理
教
室

受
講
生
募
集

　
鹿
本
地
区
公
民
館

　
食
生
活
習
慣
改
善
や
健
康
意
識
の

向
上
、
仲
間
づ
く
り
を
目
的
に
、
男

性
料
理
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

◦�

対
象
者
　
市
内
に
在
住
か
勤
務
し

て
い
る
男
性

◦�

日
時

　
６
月
８
日
㈯
・
８
月
10
日
㈯

　
10
月
12
日
㈯
・
12
月
14
日
㈯

　
平
成
32
年
２
月
８
日
㈯

　
午
前
９
時
半
～
午
後
０
時
半

◦�

場
所
　
鹿
本
市
民
セ
ン
タ
ー

◦�

講
師
　
食
生
活
改
善
推
進
員
協
議

会
鹿
本
支
部

◦�

受
講
料
　
３
千
円
（
５
回
分
の
材

料
代
）

◦�

申
込
期
限
　
５
月
17
日
㈮

◦�

定
員
　
25
人

講
演
会
の
ご
案
内

山
鹿
市
文
化
財
保
護
協
会

◦�

日
時

　
５
月
23
日
㈭
　
午
後
２
時
～

◦�

場
所
　
鹿
本
市
民
セ
ン
タ
ー

◦�

演
題
　「
菊
池
川
流
域
日
本
遺
産

和
水
町
編
」

◦�

講
師
　
益
永
浩こ

う

仁じ

氏
（
和
水
町
教

「
看
護
の
日
」
イ
ベ
ン
ト

山
鹿
中
央
病
院

　
無
料
の
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
多
数
の

参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
プ
レ

「
看
護
の
日
」
健
康
イ
ベ
ン
ト

保
利
病
院

◦�
日
時
　
５
月
11
日
㈯

　
午
後
１
時
半
～
３
時
半

　（
午
後
１
時
～
３
時�

受
け
付
け
）

◦�

場
所
　�

保
利
病
院
１
階
外
来
待
合

ロ
ビ
ー

◦�

内
容
　
動
脈
硬
化
検
査
（
先
着
20

人
）・
骨
密
度
検
査
（
先
着
15
人
）

ど
ち
ら
か
一
つ
を
無
料
で
実
施
、

身
体
計
測
、
血
圧
測
定
、
血
糖
検

査
、
認
知
症
検
査
、
健
康
相
談
、

温
泉
無
料
開
放
（
午
後
１
時
半
～

３
時
半
）
タ
オ
ル
持
参

※�

検
査
な
ど
は
す
べ
て
無
料
。
来
場

者
に
は
「
看
護
の
日
」
記
念
グ
ッ

ズ
進
呈

◦
問
い
合
わ
せ
先
　（
税さ

い

田た

）

☎（
43
）１
２
１
２

要
ら
な
く
な
っ
た
箏こ

と

あ
り
ま

せ
ん
か
？

山
鹿
こ
ど
も
お
こ
と
教
室

　
現
在
、
10
数
人
の
子
ど
も
た
ち
が

楽
し
く
箏
を
弾
い
て
い
ま
す
。昨
年
、

箏
を
ご
提
供
い
た
だ
い
た
皆
さ
ま
に

は
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
大
切
に
使

用
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
ま
だ
不
足
し
て
お

り
、
楽
器
店
か
ら
の
レ
ン
タ
ル
や
、

教
室
の
楽
器
を
交
代
で
練
習
し
て
い

ま
す
。
ご
家
庭
で
不
要
と
な
っ
た
箏

を
お
持
ち
の
人
は
譲
っ
て
も
ら
え
な

い
で
し
ょ
う
か
（
糸
替
え
な
ど
は
こ

ち
ら
で
行
い
ま
す
）。

　
ま
た
、
平
成
31
年
度
の
山
鹿
こ
ど

も
お
こ
と
教
室
の
メ
ン
バ
ー
を
募
集

し
て
い
ま
す
（
文
化
庁
伝
統
親
子
教

室
事
業
申
請
中
）。

◦
対
象
者

　
小
学
３
年
生
～
中
学
３
年
生

◦
練
習
日

　
５
月
～
平
成
32
年
１
月

　
第
１
・
３
水
曜
日

　
午
後
６
時
半
～
８
時
半
（
予
定
）

◦�

場
所

　
山
鹿
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
会
議
室

◦�

費
用
　
爪
代
（
実
費
）、
借
箏
代

一
部
負
担
他

◦
問
い
合
わ
せ
先
　（
小

し
ょ
う

路じ

永な
が

）

☎
０
９
０（
９
５
８
１
）１
０
３
４

◦�

申
し
込
み
方
法
　
鹿
本
市
民
セ
ン

タ
ー
に
備
え
付
け
の
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◦
問
い
合
わ
せ
先
　（
田
中
）

☎（
46
）５
０
７
５

ゼ
ン
ト
も
用
意
し
て
い
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

◦
日
時
　
５
月
17
日
㈮

　
　
　
　
午
前
９
時
～
正
午

◦�

場
所

　
山
鹿
中
央
病
院
外
来
ロ
ビ
ー

◦�

内
容
　
生
活
習
慣
病
に
つ
い
て
、

血
管
年
齢
測
定
、
介
護
に
便
利
な

物
品
の
展
示
・
販
売
、
管
理
栄
養

士
・
看
護
師
に
よ
る
相
談
、
専
門

員
に
よ
る
医
療
福
祉
相
談
な
ど
を

予
定
。

◦
問
い
合
わ
せ
先
　（
渡
邉
）

☎（
43
）６
６
１
１

育
委
員
会�

社
会
教
育
課
長
補
佐
）

◦�

入
場
料
　
無
料

※
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◦
問
い
合
わ
せ
先
　（
事
務
局�

勢
田
）

☎
０
９
０（
１
９
７
３
）８
０
２
９
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※�日曜日定休。時間は 11：30 ～ 18：00
　（最終日は 15：00 まで）

山
鹿
だ
い
す
き
！

「
さ
く
ら
湯
朝
市
」

山
鹿
も
て
◯
マ
ー
ケ
ッ
ト

◦�

日
時
　
５
月
12
日
㈰

　
　
　
　
午
前
８
時
～
11
時

◦
場
所
　
湯
の
端
公
園

◦�

内
容
　
健
康
野
菜
や
手
作
り
品
、

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ど
。

※
出
店
者
も
募
集
し
て
い
ま
す
。

◦
問
い
合
わ
せ
先
　（
山
本
）

☎
０
９
０（
８
９
４
７
）４
９
５
０

子
ど
も
た
ち
が
笑
顔
を
く
れ
ま
す

お
も
て
な
し
子
ど
も
公
演

山
鹿
も
て
な
し
た
い

◦
日
時
・
内
容

　
５
月
12
日
㈰

　
午
前
10
時
～
11
時

　
ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ
ダ
ン
ス

　
国
際
童
謡
館

　
５
月
26
日
㈰

　
午
前
10
時
～
11
時

　�

山
鹿
中
学
校
太
鼓
部

◦
場
所
　
湯
の
端
公
園

◦
参
加
費
　
無
料

※
出
演
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

◦
問
い
合
わ
せ
先
　（
山
本
）

☎
０
９
０（
８
９
４
７
）４
９
５
０

弓
道
教
室
受
講
生
募
集

　
山
鹿
市
弓
道
協
会

　
社
会
人
を
対
象
に
開
催
し
ま
す
。

経
験
の
有
無
は
問
い
ま
せ
ん
。
弓
具

八
千
代
座
子
ど
も
歌
舞
伎

受
講
生
募
集山

鹿
市
民
歌
舞
伎
の
会

　
八
千
代
座
で
歌
舞
伎
を
し
て
み
ま

せ
ん
か
。「
歌
舞
伎
の
会
」
会
員
お

よ
び
歌
舞
伎
歴
28
年
の
河
合
誠せ

い

三ざ
ぶ
ろ
う郎

先
生
に
教
え
て
い
た
だ
き
ま
す
。

◦�

対
象
　
幼
稚
園
生
～
中
学
生

　
　
　
　
募
集
20
人

◦
練
習
日
　
毎
月
２
回
　
日
曜
日

　
　
　
　
　
午
前
10
時
～
正
午

◦�

場
所
　
八
千
代
座
の
舞
台
・
楽
屋

◦�

活
動
期
間
　
来
年
３
月
ま
で

◦�

受
講
料
　
月
千
円

◦�

募
集
期
間
　
随
時

◦
問
い
合
わ
せ
先
　（
松
葉
）

｢万葉の風｣ 鹿央物産館（常設展示場）
問☎ (36)3838

▶竹工芸展
　相川　博さん（山鹿市）
　期間　５月１日㈷～ 15日㈬

▶ミニ盆栽と即売会
　荒木洋佑さん（山鹿市）
　期間　５月 16日㈭～ 31 日㈮

古民家ギャラリー百花堂
問☎ 080(6426)4519

▶ scene 版画のある情景
　３人の版画家と１人のコレクターにより、さ
　まざまな版画作品が集まる版画展です。
　難波　多輝子さん（群馬県桐生市）
　平井　栄美さん（山鹿市）
　平川　いつかさん（東京都）
　長洲　版画さん（長洲町）
　期間　５月３日㈷～ 26日㈰

※月曜日休館。時間 10：00 ～ 17：00

ギ ャ ラ リ ー

Gallery街角街角
今月の

▶三人展
　ペン画　　西川誠一さん（玉名市）
　ガラス絵　木村心香さん（熊本市）
　 折り紙　　濱石智愛さん（熊本市）
　期間　５月１日㈷～ 15日㈬

▶鹿本文化協会　絵画クラブ展
　 風景・静物・人物を、油彩や水彩などで
　約 20 点展示
　期間　５月 16日㈭～ 31 日㈮

パスタ＆ギャラリーポポロ（鹿校通）
問☎ (44)4835

※�火・水曜日定休。時間は 11：00 ～ 17：00
　（最終日は 16：00 まで）

は
弓
道
協
会
で
準
備
し
ま
す
。

◦�

期
間

　�

６
月
４
日
㈫
～
８
月
30
日
㈮
の
毎

週
火
・
金
曜
日

　
昼
の
部
：
午
前
10
時
～
正
午

　
夜
の
部
：
午
後
７
時
半
～
９
時

◦�

場
所
　
山
鹿
市
弓
道
場
（
山
鹿
市

民
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
内
）

◦�

受
講
料
　
無
料

◦
問
い
合
わ
せ
先

　（
大
石
）

☎
０
９
０（
５
３
８
６
）８
３
０
９

　（
槻つ

き

木ぎ

）

☎
０
９
０（
４
９
８
３
）５
３
４
０

☎
０
９
０（
２
５
０
１
）７
２
５
１
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市　民　文　芸

河
鹿
会　

肥
後
狂
句　

互
選
句

日
曜
日
　
待
っ
て
ま
し
た
と
使
わ
る
る

中
満
　
甘
柿

日
曜
日
　
肩
書
ぬ
い
で
別
の
顔

竹
下
千
鶴
子

次
か
ら
つ
ぎ
　
話
題
豊
富
な
人
じ
ゃ
あ
る

古
川
ひ
ろ
み

肥
後
狂
句
や
ま
が
会　

三
月
例
会

荻
正
好
選

卒
業
式
　
さ
ァ
こ
る
か
ら
が
正
念
場

小
水
流
繁
富

昔
の
よ
う
に
　
定
年
ち
ゅ
う
て
遊
す
ど
れ
ん

新
開
　
不
動

卒
業
式
　
服
の
ボ
タ
ン
な
無
ぅ
な
っ
た

黒
田
　
如
水

さ
あ
　
新
し
い
御
世
始
ま
る
ぞ

桑
原
　
真
覚

な
る
ほ
ど
　
告
訴
取
り
下
げ
示
談
さ
す

川
上
　
火
男

荒
木
又
衛
門
選

く
す
り
　
脈
も
取
ら
ず
に
処
方
箋戸

田
　
蔵
人

卒
業
式
　
弁
当
箱
よ
あ
り
が
と
う宮

川
　
幸
代

昔
の
よ
う
に
　
子
育
て
に
ゃ
良
か
大
家
族

長
野
　
お
節

く
す
り
　
梯
子
で
効
い
て
千
鳥
足遠

藤
　
上
気

な
る
ほ
ど
　
あ
た
の
意
見
も
一
理
あ
る

荒
木
ト
ン
ボ

肥
後
狂
句

俳
　
句

新
人
俳
句
講
座

瀬
口
忠
一
選

山
風
の
ま
だ
冷
た
く
て
や
ぶ
椿
　
　
　
　
　
西
牟
田
幸
子

一
瞬
の
韋
駄
天
走
り
猫
の
恋
　
　
　
　
　
　
立
山
　
淳
子

水
た
ま
り
飛
び
越
え
て
ゆ
く
卒
業
子
　
　
　
城
田
　
千
鶴

タ
ッ
プ
俳
句
会　

山
口
信
博
選

新
た
な
る
一
歩
踏
み
出
す
桜
東ご

ち風
　
　
　
　
栄
　
ひ
ろ
み

遠
目
越
し
探
す
モ
ク
レ
ン
散
歩
道
　
　
　
　
大
薗
美
奈
子

雨
上
が
り
青
葉
を
ゆ
ら
す
風
清
し
　
　
　
　
松
山
友
里
恵

山
鹿
俳
句
会
　
三
月
例
会

利
光
釈
郎
選

四
五
軒
の
村
の
卯
の
花
腐
し
か
な
　
　
　
　
松
下
　
圭
士

初
蝶
の
我
が
身
ほ
と
り
に
添
ひ
に
け
り
　
　
藤
永
　
郁
代

庭
先
の
春
の
日
差
し
に
胸
お
ど
る
　
　
　
　
谷
　
　
生
子

短
　
歌

鹿
本
短
歌
会　

三
月
詠
草

大
友
清
子
選

里
帰
り
し
て
植
ゑ
く
れ
し
ク
ロ
ッ
カ
ス・
ヒ
ヤ
シ
ン
ス
な
ど
一
度
に
ひ
ら
く
　
中
川
　
晶
子

人
生
は
あ
つ
と
言
ふ
間
に
暮
れ
て
ゆ
く
こ
れ
か
ら
の
道
ゆ
つ
く
り
行
か
う
　
平
野
　
和
子

戦
ひ
の
地
で
覚
え
た
か
冬
く
れ
ば
父
は
十お

は

こ

八
番
の
白
菜
漬
け
し
　
　
　
　
本
田
真
智
子

石
人
短
歌
会　

三
月
例
会

富
田
豊
子
選

寒
中
に
背
中
丸
め
て
急
ぐ
路
次
　
木
賊
は
青
く
天
を
見
て
ゐ
る
　
　
　
　
田
代
　
春
美

歌
詠
め
ば
浮
か
ぶ
詩
語
に
も
胸
お
ど
る
雨
の
病
室
想
ひ
を
た
れ
に
　
　
　
上
妻
千
佐
子

先
き
住
み
の
人
が
植
え
た
る
水
仙
の
花
面
伏
せ
て
咲
く
し
ろ
じ
ろ
と
　
　
鬼
木
　
芳
子

あ
ぢ
さ
ゐ
短
歌
会　

四
月
例
会

朝
五
時
は
す
ん
す
ん
時
か
夜
の
明
け
の
樹
の
芽
花
の
香
吸
い
つ
つ
歩
く
　
山
口
　
信
博

鳴
き
交
わ
す
鶯
の
声
番つ

が
いら

し
う
る
お
い
あ
り
と
樹
の
下
に
聞
く
　
　
　
　
関
　
ケ
イ
子

新
学
期
の
輝
く
瞳
を
待
ち
か
ね
て
桜
華
や
ぐ
白
き
校
庭
　
　
　
　
　
　
　
鹿
子
木
泰
子

鹿
北
短
歌
会　

三
月
詠
草

渕
上
修
次
選

し
わ
多
き
手
で
し
わ
深
き
口
元
に
ス
プ
ー
ン
を
運
ぶ
母
と
子
の
春
　
　
　
貞
熊
喜
美
子

コ
ー
ヒ
ー
を
飲
ま
ん
と
寄
り
し
窓
に
見
る
水
路
近
く
の
た
ん
ぽ
ぽ
の
花
　
古
川
　
恵
子

お
か
え
り
が
聞
こ
え
ぬ
母
の
寝
室
へ
寝
息
を
確
か
め
そ
っ
と
戸
を
閉
む
　
江
崎
　
　
愛

菊
鹿
短
歌
会　

三
月
詠
草

渕
上
修
次
選

土
手
に
咲
く
朝
日
に
光
る
白
蓮
や
人
ひ
と
止
ま
り
ス
マ
ホ
向
け
ゐ
る
　
　
渕
上
ヨ
シ
子

ぬ
く
ぬ
く
と
覆
う
畑
の
雑
草
を
抜
き
て
現
る
ひ
と
も
じ
細
し
　
　
　
　
　
立
山
　
徳
明

雪
化
粧
噴
煙
な
び
く
山
肌
の
爪
痕
残
す
阿
蘇
の
外
輪
　
　
　
　
　
　
　
　
谷
口
　
安
徳

鹿
央
短
歌
会　

三
月
作
品

星
屑
を
散
ら
し
た
よ
う
に
水
色
の
花
咲
か
せ
て
る
犬
ふ
ぐ
り
草
　
　
　
　
江
藤
美
知
子

米
野
山
の
視
界
遮さ

え
ぎる
木
々
を
伐き

る
エ
ン
ジ
ン
の
音
山
に
こ
だ
ま
す
　
　
　
村
田
　
一
幸

サ
ロ
ン
の
座
集
ま
る
七
人
時
忘
れ
昔
話
で
夕
暮
れ
と
な
る
　
　
　
　
　
　
立
山
　
〆
子

三
岳
短
歌
会　

三
月
例
会

欄
干
を
覗
け
ば
青
む
春
の
川
行
き
交
ふ
風
の
摩
り
て
ゆ
く
も
　
　
　
　
　
山
口
　
信
博

亡
き
母
の
編
み
か
け
の
糸
編
み
つ
づ
く
ア
ク
リ
ル
た
わ
し
は
原
色
の
赤
　
渡
辺
　
和
代

庭
隅
に
姫
車
輪
梅
き
ら
め
き
て
新
芽
は
赤
く
花
の
ご
と
し
も
　
　
　
　
　
一
森
　
久
子



新着図書ピックアップ
蔵書場所の省略表記
ひだまり図書館　　【ひだまり】　こもれび図書館　　【こもれび】
鹿北公民館図書室　【鹿北】　菊鹿公民館図書室　【菊鹿】
鹿央公民館図書室　【鹿央】

空き家バンク登録物件
山鹿に移住を希望するたくさんの人が、市内の空き家を探しています。
空き家になった住宅を有効活用しませんか？
平成30年度は、空き家バンクを通じて15世帯が入居しました！

●次に該当する物件は除きます。
　●　営利を目的とした物件（アパート・借家・分譲住宅）
　●　宅建業者が仲介を行っている物件
　●　老朽化、破損などが著しく、大規模な修繕が必要な物件
　●　市町村民税滞納者が所有している物件
　●　暴力団員および、それらと密接な関係を有している者が所有する物件

【問い合わせ・移住定住相談窓口】地域生活課　☎（43）1114大募集

山鹿市　空き家バンク 検索

山鹿市内にある空き家で、土地と建物を不動産登記してある物件登録条件

19　2019.5　広報やまが

ドラマ化した大ヒット警察小説「安積
班シリーズ」の原作者・今野敏の最新
作。男子高校生が教師を刺す事件が起
き、警視庁少年事件課の富野は、事件
に対する生徒の供述に違和感を覚え
る。期待の長篇警察小説。

問い合わせ先
 　★ひだまり図書館　　☎ (46)1310　　★こもれび図書館　　☎ (43)1082　　★鹿北市民センター　☎ (32)3111
 　★菊鹿市民センター　☎ (48)3111　　★鹿央市民センター　☎ (36)3111　　★社会教育課　　　　☎ (43)1651

【ひだまり】
【こもれび】

【ひだまり】
【こもれび】

昨年亡くなった女優・樹木希林。一般
人に直筆の手紙を送り、それぞれの生
き方を応援していた事実を、NHK「ク
ローズアップ現代 +」の取材にあたっ
たNHKのディレクターが、その交流
を樹木希林の手紙とともに紹介する。

『樹木希林さんからの手紙』
NHK『クローズアップ現代 +』+『知るしん』制作班 / 著
主婦の友社 / 出版

『呪護』
今野 敏 / 著　株式会社 KADOKAWA/ 出版

【ひだまり】
【こもれび】

『あるくくま』
谷川 俊太郎 / 文　祖敷 大輔 / 絵　クレヨンハウス/ 出版

ぼくはくまだ。なまえはまだない。ぼ
くは「どこか」をめざして、あるくの
がすきだ。きょうもぼくはあるきだし
…。こぐまと道で出会うさまざまなも
のとのやりとりに、谷川俊太郎のこと
ばが紡ぎだされる楽しいお話。

催
し
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

鹿本市民センター２階　視聴覚室
・�こども上映会「おじゃる丸スペシャル　
さらばまったりの日々よ」
　▷5月4日㈷午後２時40分（39分）
山鹿市民交流センター１階　中会議室①
・�こども上映会「おしりたんてい②」
　▷5月5日㈷午後２時（60分）
ひだまり図書館
・土曜日のおはなし会　午後２時から
　▷5月4日㈷・11日㈯・18日㈯・25日㈯
・おひざにだっこのおはなし会　午前11時から
・プレママTime（妊婦対象）　午前10時45分から
　▷5月7日㈫・14日㈫・21日㈫・28日㈫
＊童話発表会に関する本を展示�「語ってみませんか？」
＊�「石牟礼道子とゆかりの人々」ご紹介!!
こもれび図書館　
・土曜日のおはなし会　午前11時から
　▷5月4日㈯・11日㈯・18日㈯・25日㈯
・おひざにだっこのおはなし会　午前11時から
・プレママTime（妊婦対象）　午前10時45分から
�▷5月2日㉁・9日㈭・16日㈭・23日㈭・30日㈭
＊「湯の口横穴群」出土遺物をガラスケースで展示。
＊「私の旅のかたち～5/16�旅の日」旅行にまつわるアレコレ
　をご紹介!！

休
館
日

ひだまり図書館
5月13日㈪・20日㈪・27日㈪　※5月6日㉁は開館
こもれび図書館
5月8日㈬・15日㈬・22日㈬・29日㈬　※5月1日㈷は開館
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絶
対
に
？
簡
単
に
？
も
う
け
話
に
ご
用
心

【
事
例
】

●
　 

Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
親
し
く
な
っ
た
人
か
ら
簡
単
に
稼
げ
る

話
を
聞
き
、興
味
が
湧
い
た
の
で
、情
報
商
材
（
金

も
う
け
の
方
法
）
を
１
０
０
万
円
で
購
入
し
た
。

高
額
だ
っ
た
が
「
家
に
い
な
が
ら
、
楽
し
て
絶
対

に
、
そ
し
て
す
ぐ
さ
ま
も
う
か
る
」
と
の
こ
と
だ
っ

た
の
で
、
半
信
半
疑
だ
っ
た
が
支
払
っ
た
。
届
い

た
情
報
商
材
を
試
し
た
が
、
簡
単
だ
と
聞
い
て
い

た
の
に
何
の
こ
と
だ
か
全
く
分
か
ら
ず
、
稼
ぐ
こ

と
が
で
き
な
い
。支
払
っ
た
お
金
を
返
し
て
ほ
し
い
。

【
ア
ド
バ
イ
ス
】

●
　 「
誰
で
も
・
簡
単
に
・
絶
対
に
・
楽
に
も
う
か
る
」

と
い
う
仕
事
は
「
絶
対
に
」
あ
り
ま
せ
ん
。
信
じ

て
は
い
け
ま
せ
ん
。

●
　 

最
初
に
高
額
な
費
用
負
担
を
求
め
ら
れ
る
も
の
、

具
体
的
内
容
が
よ
く
分
か
ら
な
い
も
の
、
根
拠
も

な
い
の
に
魅
力
的
な
フ
レ
ー
ズ
ば
か
り
並
べ
た
て

た
も
の
に
は
「
絶
対
に
」
手
を
出
さ
な
い
で
く
だ

さ
い
。

●
　 

一
旦
支
払
っ
た
お
金
を
取
り
戻
す
こ
と
は
、
か
な

り
困
難
で
す
。

※ 

不
安
を
感
じ
た
と
き
や
困
っ
た
と
き
は
、
消
費
生

活
セ
ン
タ
ー
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
山
鹿
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー（
商
工
観
光
課
内
）

☎（
43
）０
１
８
８

　
熊
本
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
６（
３
８
３
）０
９
９
９

地域おこし協力隊通信 問地域生活課 ☎（43）1114地域おこし協力隊通信

山
鹿
発 

食
卓
行
き

熟
れ
し
〜
話

や
ま
が
び
と

移住
定住

う

ゆ
ら
り
鹿
北
町

暮ら
し

イベ
ント 　３

月
26
日
、
道
の
駅
鹿
北
小
栗
郷
の

木
工
館
に
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
ま
ほ

ろ
ば
の
小
学
生
が
集
ま
り
ま
し
た
。
昨

年
の
夏
、
み
ん
な
で
考
え
た
鹿
北
町
の

ゆ
る
キ
ャ
ラ
「
お
ぐ
り
ち
ゃ
ん
」
と
「
く

り
の
こ
ち
ゃ
ん
」
の
木
像
が
完
成
し
た

の
で
す
。
そ
の
鹿
北
の
魅
力
を
詰
め
込

ん
だ
木
像
の
素
材
に
は
、
も
ち
ろ
ん
鹿

北
町
の
名
産
品
で
あ
る
「
綾
杉
」
が
使

わ
れ
て
い
ま
す
。

　こ
の
日
は
、
完
成
し
た
木
像
の
色
塗

り
を
、
館
長
の
堤
幸
治
さ
ん
の
指
導
を

受
け
な
が
ら
行
い
ま
し
た
。
子
ど
も
た

ち
は
ワ
イ
ワ
イ
と
楽
し
み
な
が
ら
も
、

失
敗
の
な
い
よ
う
真
剣
に
取
り
組
み
ま

す
。
色
が
付
く
と
、
木
像
は
魂
が
吹
き

込
ま
れ
た
か
の
よ
う
で
し
た
。
完
成
し

た
ゆ
る
キ
ャ
ラ
を
見
て
、
子
ど
も
た
ち

も
大
満
足
。
木
工
館
に
笑
顔
が
溢
れ
ま

し
た
。

　木
像
は
今
後
、
小
栗
郷
に
て
展
示
さ

れ
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。（
岩
崎
）     

　相
良
山
探
索
の
第
２
弾
！ 

今
回
は
前

菊
鹿
市
民
セ
ン
タ
ー
長
の
飯
川
さ
ん
に
ガ

イ
ド
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
飯
川
さ

ん
も
相
良
山
の
「
心
見
岳
」
に
行
く
の
は

18
年
ぶ
り
と
の
こ
と
。
と
こ
ろ
が
通
常
の

ル
ー
ト
に
草
木
が
生
い
茂
り
、
急
き
ょ
林

の
中
を
登
る
事
に
。
や
が
て
、
話
に
聞
い

て
い
た
乳
の
神
様
や
岸
壁
の
中
腹
に
あ
る

参
拝
場
所
を
経
て
、
前
回
は
た
ど
り
着
け

な
か
っ
た
念
願
の
心
見
岳
を
よ
う
や
く
拝

む
事
が
で
き
ま
し
た
。

　し
か
し
、
そ
の
先
は
草
木
で
足
元
が
見

え
ず
危
険
な
た
め
、
残
念
な
が
ら
近
付
く

事
は
か
な
わ
ず
。
た
だ
、
他
に
も
寺
の
跡

や
山
の
神
様
な
ど
、
興
味
深
い
ス
ポ
ッ
ト

が
。
ま
た
、山
の
神
様
の
場
所
に
は
「
ひ
ょ

う
の
木
」
が
あ
り
、地
元
の
人
た
ち
に
「
さ

る
ひ
ょ
う
」
と
聞
い
て
い
た
そ
の
実
は
、

虫
食
い
穴
を
利
用
し
て
穴
を
空
け
れ
ば
笛

に
な
る
と
い
う
不
思
議
な
実
。

　こ
れ
か
ら
も
地
域
の
魅
力
を
伝
え
ら
れ

る
よ
う
探
索
を
続
け
ま
す
。         （
田
河
）

食と
農

ゆ
き
は
る

乳の神様の祠

岸壁の
参拝場所

こ
こ
ろ
み
が
た
け

笛になる
ひょうの木の実

２体のゆるキャラ像、完成！

堤さんの技術
しっかり学ぼう

　昨
年
の
第
1
回
開
催
を
経
て
、
こ
と

し
第
2
回
の
開
催
を
迎
え
た
「
鹿
央
町

れ
ん
げ
ウ
ォ
ー
ク
（
４
月
29
日
㈷
開

催
）」。
今
回
の
募
集
定
員
は
70
人
か
ら

１
５
０
人
に
増
員
、
コ
ー
ス
も
「
A
／

康
平
寺 

歴
史
探
訪
コ
ー
ス
（
７
・
４
㌔
）」

「
B
／
中
浦 

お
地
蔵
さ
ん
コ
ー
ス
（
４
・

７
㌔
）」「
A
↓
B
の
順
で
歩
く
ロ
ン
グ

コ
ー
ス
（
約
12
㌔
）」
の
3
コ
ー
ス
か
ら

選
べ
る
よ
う
に
な
り
、
見
ど
こ
ろ
も
増

え
ま
し
た
（
詳
し
く
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

「
山
鹿
探
訪
な
び
」
に
て
ど
う
ぞ
）。

　原
稿
を
書
い
て
い
る
現
在
（
３
月
末
）

は
、
そ
の
準
備
の
真
っ
最
中
で
、
バ
タ

バ
タ
し
な
が
ら
、
レ
ン
ゲ
の
花
の
満
開

と
当
日
の
晴
天
、
参
加
者
全
員
の
笑
顔

を
願
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　写
真
は
昨
年
の
「
れ
ん
げ
ウ
ォ
ー
ク
」

終
了
間
際
、
会
場
上
空
に
現
れ
た
天
女

の
よ
う
な
雲
。
今
回
、
平
成
時
代
ラ
ス

ト
の
イ
ベ
ン
ト
に
、
　ど
の
よ
う
な
奇
跡

が
起
き
る
の
か
、
楽
し
み
で
す
。（
河
野
）

相良山
探索

新時代も

あちこち
に花ひら

く山鹿

あ 

い 

ら 

や 

ま

こ 

う 

へ 

い 

じ

あ
や
す
ぎ



　
　
バ
ン
ビ
通
信
　

問
消
防
本
部
予
防
課　
☎（
43
）９
１
１
９

問環境課��☎(43)7211

環境だより環境だより

山
鹿
市
指
定
ご
み
袋

料
金
改
定
の
お
知
ら
せ

袋�種�類 改�定�前 改 定 後
燃やすごみ袋（大） 1枚�25 円（20枚入:500円） 1枚�29円（20枚入:580円）

燃やすごみ袋（中） 1枚�20 円（20枚入:400円） 1枚�22円（20枚入:440円）

燃えないごみ袋（大） 1枚�25 円（20枚入:500円） 1枚�29円（20枚入:580円）

燃えないごみ袋（中） 1枚�20 円（20枚入:400円） 1枚�22円（20枚入:440円）

　10月 1日㈫以降に山鹿市指定ごみ袋（以下「ごみ袋」という）製作工場から出
荷されるごみ袋の料金について、下記のとおり改定します。

◦�燃やすごみ袋 ( 小 ) および燃えないごみ袋 ( 小 ) は現行どおり 1枚 15 円（20
枚入 :300円）です。
◦ �10 月 1日㈫以降であっても、販売店にある改定前のごみ袋は、改定前の料金
で購入し、使用することができます。

※�今回の市指定ごみ袋料金改定は、持続的かつ安定的にごみ処理
サービスを提供していくため、サービスの利用者に応分の負担
を求め、将来的な財政負担の軽減につなげるものです。

環
境
セ
ン
タ
ー
が
落
成

　
３
月
31
日
、
山
鹿
市
環
境

セ
ン
タ
ー
の
落
成
式
を
開
催

し
、
関
係
者
ら
約
80
人
が
出

席
。
管
理
棟
玄
関
前
で
テ
ー

プ
カ
ッ
ト
を
行
い
、
落
成
を

祝
い
ま
し
た
。
中
嶋
憲け

ん

正せ
い

市

長
は
「
市
民
生
活
に
必
要
不

可
欠
な
施
設
と
し
て
、
生
活

環
境
の
保
全
と
公
衆
衛
生
の

向
上
の
た
め
、
安
定
的
な
運

営
を
行
い
ま
す
」
と
あ
い
さ

つ
。
施
設
は
４
月
１
日
か
ら

本
稼
働
し
ま
し
た
。

テープカットの様子
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５
月
に
な
る
と
気
候
が
穏
や
か
に

な
り
、
大
型
連
休
を
利
用
し
て
、
友

人
や
家
族
な
ど
と
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
や

キ
ャ
ン
プ
な
ど
に
出
掛
け
る
人
も
多

い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
近
年
の
ア
ウ
ト
ド
ア
ブ
ー
ム
で
、

ア
ウ
ト
ド
ア
料
理
が
注
目
を
浴
び
て

い
ま
す
。
特
に
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
や

燻く
ん
せ
い製

料
理
は
人
気
で
す
。

　
し
か
し
、
自
作
の
燻
製
調
理
器
具

を
誤
っ
た
使
い
方
を
し
た
た
め
に
、

思
わ
ぬ
火
災
に
つ
な
が
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
や
燻
製
調

理
時
の
火
災
の
主
な
原
因
は
、
使
用

者
の
取
り
扱
い
の
不
注
意
に
よ
る
も

の
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。

　
こ
の
機
会
を
通
じ
て
、
安
全
な
取

り
扱
い
の
知
識
を
深
め
ま
し
ょ
う
。

ア
ウ
ト
ド
ア
で
の
火
災
に
注
意
し
よ
う
！

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
・
燻
製
調
理
時
の

火
災
を
防
ぐ
ポ
イ
ン
ト

◦ 

火
を
点
け
た
ま
ま
の
炭
や
燻
製

器
か
ら
絶
対
に
離
れ
な
い
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

◦�

火
を
点
け
た
後
に
着
火
剤
を
継

ぎ
足
す
の
は
、
危
険
な
の
で
や

め
ま
し
ょ
う
。

◦�

整
理
整
頓
に
心
掛
け
、
炭
や
燻

製
器
の
周
囲
に
可
燃
物
や
引
火

物
を
置
い
た
り
、
近
づ
け
た
り

し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

◦�

炭
を
消
火
す
る
際
は
、
火
消
し

壺
を
使
用
す
る
か
、
水
を
張
っ

た
バ
ケ
ツ
な
ど
に
浸
し
、
内
部

の
火
種
ま
で
消
火
し
ま
し
ょ

う
。



小中学校・高校の子どもたちの話題を紹介するページです
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山鹿子育て支援センター　☎ (43)1270　 つどいの広場 ( おさか童夢 )　☎(43)1155　 病後児保育室　☎ (43)1281
鹿北子育て支援センター　☎ (32)3194　 第一児童館　　　　　　　 ☎(43)1128　 ファミリー・サポートセンター
菊鹿子育て支援センター　☎ (48)4660　 中央児童センター　　　　 ☎(44)0057　 　　　　　　 ☎ (44)8800
鹿本子育て支援センター　☎ (46)6029　 児童センター　　　　　　 ☎(46)4441
鹿央子育て支援センター　☎ (36)2150　 鹿本児童館　　　　　　　 ☎(46)4455

地域の方に見守られ「送別駅伝」「卒業式」菊鹿中学校

　本校の伝統行事である「送
別駅伝大会」を卒業式前日
に行いました。この駅伝大
会は、25 年以上も続いてい
ます。早春の菊鹿路およそ
20㌔を全校生徒がクラス対
抗で駆け抜けました。この
駅伝大会でクラスの絆を深
めるとともに、卒業生から
在校生へと、菊鹿中の伝統
が引き継がれていきます。
沿道には地域の皆さんのた
くさんの声援があり、大い
に盛り上がりました。生徒
たちの一生懸命に走る姿と、
走り終わった後の笑顔がと
ても印象的でした。閉会式
後はＰＴＡと地域のボラン
ティア「虹の会」手作りの
ぜんざいをいただきました。

　そして翌日、３月９日に第 48 回卒業証書授与式を
挙行しました。卒業生、在校生、保護者、そしてご来
賓など、会場中が涙に包まれましたが、すがすがしく
爽やかな式となり、平成最後の卒業生 55 人が本校を
巣立っていき
ました。卒業
後も本校の校
是である「た
くましくさや
けく生きん　
知と愛と力つ
くして」の精
神を胸に、新
しい時代の担
い手として、それぞれが社会で貢献してくれることと
信じています。
　今年度で開校 49 周年を迎えました。これからも地
域とともにある学校として、生徒、保護者、教職員、
地域が一体となり、躍進し続ける学校を目指します。

◦菊鹿中学校データ◦　村上清校長　生徒数136人

地域の方とみんなで

温かい声援

感動の卒業式

手作りぜんざい、いただきます

子どもたちの目はきらきら輝き、遊びに夢中になっていますか？　今回は児童館の施設を紹介します。
子どもに夢を 子育てにぬくもりを

　�小坂 2238
　�㈬ • ㈯�の週２日
　　9:00〜17:00
　�(43)1155

　�川端町 402
　�㈪〜㈯�8:00〜18:00
　�(43)1281
　子どもの病気が回復してきたけれど登園・
登校させるには…！
　そんな時、保護者も子どもも安心して過
ごせるように、子育てを応援します。

　�山鹿市山鹿1026-3
　�（地域振興局1階）
　�㈪〜㈮�9:00〜17:00
　�(41)5878

　�山鹿 1184-1
　�㈪〜㈯�9:00〜17:00
　�(44)0057

　�藤井 263-126
　�㈪〜㈯�9:00〜17:00
　�(46)4441

　�鹿本町来民1536-1
　�㈪〜㈯�9:00 〜 17:00
　�(46)4455

�つどいの広場（おさか童夢）

�児童センター

�病後児保育室「あすなろ」�中央児童センター

�子ども総合相談窓口

�鹿本児童館

　��石 1085-1
　�㈪〜㈯�9:00〜17:00
　�(43)1128

�第一児童館

　０歳から１８歳未満のお子さんに関する
こと、自分自身のこと、お困りのときはど
うぞご相談ください。
※秘密は固く守られます。

◦一人で悩んでいませんか？



わ わく く ネ トッ 山鹿市内の子育て支援センター・保育園・幼稚園
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楽しかった " お店屋さんごっこ ”
ゆりかご乳児保育園�☎ (44)2961

　２月に２歳児、１歳児高月齢、１歳児低月齢の３クラスで
“お店屋さんごっこ”を行いました。
　年度当初から、異年齢交流を計画し、新しい部屋や先生
に慣れた５月の後半ぐらいから、３クラス合同で朝一緒に遊
ぶ時間を作り、交流を深めていきました。そして、各クラス
趣向を凝らした商品を準備し、いよいよ当日！サプライズで０
歳児の高月齢の子どもも参加し、１・２歳児さんは店員さん
とお客さんの二役を頑張ってくれ
ました。２歳児さんの「いらっしゃ
いませ～○○はいかがですか～」
と呼んだり、腰を低くして優しく
品物を渡す姿、手作りのお財布
からお金を一生懸命取り出して、
お目当ての品物を買っていく１歳
児さん、うれしそうに紙袋を下げ
て歩き回る０歳児さんと、みんな
笑顔がいっぱいでした。次の日、
連絡帳に「アクセサリーは母親に
プレゼントしていました」「帰って
からも自分のリュックに入れたり、お店屋さんごっこをしてい
ました」と書いてあり、子どもたちにとって楽しいひとときに
なったことが、私たちにとって何よりうれしい事でした。

保育生活は毎日が大冒険
かもと乳児保育園�☎ (46)3439

　早いもので４月に 6歳を迎える息子は、あっという
間に年長になります。長いだろうなと構えていた保育
園も、あと１年になりました。
　振り返れば砂や粘土遊びが苦手で、手に少しでも付
いたらすぐに振り払っていたので「大丈夫かな？」と
心配していましたが、通っている保育園での「思いの
まま自由に描く水彩画や泥山での泥んこ遊び、自然ふ
れあい」に触れ、今では泥んこ靴で帰ってきます。毎
日の靴洗いもうれしい悲鳴です。また、粘土でも作品
を作れるようになり、虫捕りも大好きになりました。
随分前に買った虫籠が去年初めて活躍しました。
　思えばいつの間にか何でも興味を持ち、活発な子に
なっていました。優しく耳を傾けてくださる先生、お
友達に恵まれてスクスクと成長している姿をうれしく、
ありがたく思います。私たち親も、子どもの成長に教
えられ、気付かせられたり、学ばさせてもらっています。
　残り１年の保育園を思い切り楽しんでくれることを
願いながら、成長を見届けたいなと思います。

かもと乳児園　保護者　隈部真
ま ゆ み

夕美

わくわくイングリッシュデーインYAHATA八幡小学校

　昨年度の４月から、小学校
では新学習指導要領（2020
年度から全面実施）の「移行
措置」が始まりました。それ
によって、３・４年生で「外
国語活動」を15時間（全面
実施後は年間 35時間）、５・
６年生で教科「外国語」を50
時間（同 70時間）実施して
います。
　そこで、本校では１年生か
ら英語に慣れ親しみ、垣根を
低くしておくことで、スムーズ
に外国語学習に取り組むこと
ができるように、月に一度の
全校児童による「英語集会」と、
週に一度の朝の活動（15分）
で「イングリッシュタイム」に
取り組んでいます。

　さらに２月には「わくわくイングリッシュデーイン
YAHATA」を実施しました。これは、山鹿市や菊池市
などで活躍されているALTの先生７人をお招きし、各
国の文化や言語に直接触れ合うとともに、上級生を中心
とする３～６年生の縦割り班で活動することにより、リー
ダーシップや協調性を養うことを目的として取り組みまし
た。また、午後からは１・２年生が７人の先生と一緒に
英語を通して活動を楽しみました。
　このように、１年生から英語に慣れ親しむ経験を積み
重ねていくことで、外国語の学習だけでなく、他国への
関心も持てる八幡っ子になれるように頑張っています。

◦八幡小学校データ◦　栗原豊子校長　児童数192 人

ピザはいかがですか〜

たこ焼きくださ〜い！

オーストラリア・コーナー

メキシコ・コーナー

１・２年生の活動
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５健康カレンダー

月
◦�乳幼児健診の対象のお子さんには個別通知を出しています。届いていない場合は健康
増進課へご連絡ください。
◦�母子健康手帳交付時に持ってくるもの
・�印かん・妊娠届出書（予定日が分かるもの）・次の①、②いずれか（①妊婦本人のマ
イナンバーカード②妊婦本人の通知カードと運転免許証などの本人確認書類）・過去
の妊娠、出産の経過が分かるもの（母子健康手帳）

場所の省略表記�…【山健福】山鹿健康福祉センター　�【ひだまり】鹿本健康福祉センター（ひだまり）

日 月 火 水 木 金 土
１ ２ ３ ４
即位の日 国民の休日 憲法記念日 みどりの日

５ ６ ７ ８ ９ 10 11
こどもの日 振替休日 １歳６カ月児健診

29年 9月生
山鹿(大道・三玉小学校区を
除く)・鹿北・鹿央
13:15 〜 13:45 受付

【山健福】

母子健康手帳交付
9:30 〜 11:00 受付

【山健福】

12 13 14 15 16 17 18
３～４カ月児健診
31年 1月生
三玉小学校区・菊鹿・鹿本
13:30 〜 13:45 受付

【ひだまり】
７～８カ月児健診
30年 9月生
三玉小学校区・菊鹿・鹿本
13:15 〜 13:30 受付

【ひだまり】

すくすく学級
30年 6月生
全地区
10:00 〜 10:15 受付

【山健福】

母子健康手帳交付
9:30 〜 11:00 受付

【山健福】
３歳児健診
28年 1月生
山鹿（大道・三玉小学校
区を除く）鹿北・鹿央
13:15 〜 13:45 受付

【山健福】

19 20 21 22 23 24 25
３～４カ月児健診
31年 1月生
山鹿（三玉小学校区を除
く）・鹿北・鹿央
13:15 〜 13:45 受付

【山健福】

１歳６カ月児健診
29年 9月生
大道・三玉小学校区・菊
鹿・鹿本
13:15 〜 13:45 受付

【ひだまり】

３歳児健診
28年 1月生
大道・三玉小学校区・菊
鹿・鹿本
13:15 〜 13:45 受付

【ひだまり】

母子健康手帳交付
9:30 〜 11:00 受付

【山健福】

26 27 28 29 30 31
７～８カ月児健診
30年 9月生
山鹿（三玉小学校区を除
く）・鹿北・鹿央
13:15 〜 13:45 受付

【山健福】

母子健康手帳交付
9:30 〜 11:00 受付

【山健福】

● ● ● ●

● ●

高齢者用肺
は い え ん

炎球
きゅう

菌
き ん

ワクチンの定期予防接種のお知らせ
　高齢者用肺炎球菌の定期予防接種の対象となるのは一生
に一度だけです。今年度の対象者には４月上旬に通知を送
付しています。通知が届いていない人は、健康増進課へご
連絡ください。

�※ �60 歳〜 65歳未満で、心臓・腎臓・呼吸器・免疫不全の機能
障がい（内臓疾患などの身体障害者手帳１級程度）がある人
も対象となる場合があります。

◦�平成 31年度　対象者
　① �65歳となる人（今年度中、65歳に到達する人）
　②�右表の 70 歳、75 歳、80 歳、85 歳、90 歳、95 歳、
100歳の人で、平成26年度の対象年齢時に未接種の人

　③平成31年３月末現在に101歳以上の人で未接種の人

年齢 生年月日

65歳 昭和 29年４月２日〜昭和30年４月１日生

70歳 昭和 24年４月２日〜昭和25年４月１日生

75歳 昭和 19年４月２日〜昭和20年４月１日生

80歳 昭和 14年４月２日〜昭和15年４月１日生

85歳 ���昭和９年４月２日〜昭和10年４月１日生

90歳 �昭和４年４月２日〜昭和５年４月１日生

95歳 �� �大正 13年４月２日〜大正14年４月１日生　

100歳 �大正８年４月２日〜大正９年４月１日生

101歳以上 　　　�大正８年４月１日以前生まれ



健　康　手　帳み ん な の

25　2019.5　広報やまが

【献血日】５月 10 日㈮
　◦ひだまり駐車場
　　9：30〜11：20、12：30〜15：30
【献血日】５月 29 日㈬
　◦鹿央市民センター　９：30〜12：15

献血にご協力ください

元気の
お手伝い

Vol.121

山
鹿
市
民
医
療
セ
ン
タ
ー

☎（
44
）２
１
８
５

受
動
喫
煙
２
０
１
９ 山鹿市民

医療センター通信

山鹿市民医療センター
呼吸器内科医師

坂田　和
かず

子
こ

（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）
の
４
段
階
の
基
準
で
は
、
日

本
の
受
動
喫
煙
対
策
は
最
低
レ
ベ
ル
で

今
回
の
改
正
健
康
増
進
法
が
施
行
さ
れ

て
も
１
ラ
ン
ク
し
か
上
が
り
ま
せ
ん
。

　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
「
い
だ
て
ん
」

で
は
、
金か

な
く
り栗

四し

三そ
う

氏
が
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

初
参
加
に
挑
む
話
で
し
た
が
、
そ
の
頃

の
喫
煙
者
の
多
い
こ
と
。
画
面
は
煙
り
、

受
動
喫
煙
の
嵐
で
す
。
時
代
は
変
わ
り

２
０
１
８
年
10
月
の
喫
煙
率
は
成
人
男

性
27
・
８
％
、
成
人
女
性
８・
７
と
男

性
で
は
50
年
間
で
56
ポ
イ
ン
ト
も
減
少

し
た
の
で
す
が
、
い
ま
だ
に
成
人
男
性

の
１
４
０
０
万
人
は
喫
煙
者
で
あ
り
、

受
動
喫
煙
対
策
強
化
は
急
務
で
す
。

　
さ
ら
に
日
本
の
受
動
喫
煙
の
現
状
を

知
り
た
い
人
は
厚
生
労
働
省
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
「
け
む
い
モ
ン
」
と
い
う
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
が
紹
介
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

こ
の
機
会
に
禁
煙
し
た
い
人
は
お
近
く

の
禁
煙
外
来
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
風
薫
る
５
月
、
爽
や
か
な
空
気
に
た

ば
こ
の
煙
は
い
た
だ
け
ま
せ
ん
ね
。

　
さ
て
、
受
動
喫
煙
に
関
す
る
決
ま

り
が
変
わ
る
こ
と
は
ご
存
じ
で
し
ょ
う

か
。
２
０
１
８
年
７
月
に
健
康
増
進
法

を
一
部
改
正
す
る
法
律
が
成
立
し
、
既

に
２
０
１
９
年
１
月
24
日
よ
り
喫
煙
す

る
際
の
周
囲
の
状
況
へ
の
配
慮
義
務
が

一
部
施
行
さ
れ
て
い
ま
す
。
施
行
期
日

は
７
月
と
定
め
ら
れ
て
お
り
、
学
校
、

保
育
所
、
病
院
、
行
政
機
関
は
原
則
禁

煙
（
屋
外
の
喫
煙
場
所
は
除
く
）
と
な

り
ま
す
。
ま
た
、
２
０
２
０
年
４
月
か

ら
は
、
事
務
所
、
飲
食
店
（
チ
ェ
ー
ン

店
な
ど
）
が
原
則
禁
煙
（
喫
煙
専
用
室

は
除
く
）
と
な
り
、
飲
食
店
（
個
人
店

な
ど
）
は
喫
煙
可
と
掲
示
す
れ
ば
、
喫

煙
可
と
段
階
的
な
施
行
が
予
定
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
前
に
、
日
本

の
喫
煙
環
境
を
世
界
レ
ベ
ル
と
足
並
み

を
そ
ろ
え
た
い
と
こ
ろ
で
す
が
、
実
際

に
は
日
本
の
受
動
喫
煙
対
策
は
海
外
と

比
べ
遅
れ
て
い
ま
す
。
世
界
保
健
機
構

　予防接種には接種対象年齢と決められた接種間隔があり
ます。母子健康手帳を確認し、決められた接種間隔を守り、
お子さんの体調が良い時に接種しましょう。
　分からないことは、健康増進課にお問い合わせください。
予防接種の情報は、市ホームページにも掲載しています。

【子どもの予防接種（定期予防接種）の種類】
ヒブワクチン、小児用肺

はい

炎
えん

球
きゅう

菌
きん

ワクチン、B型肝炎、四種
混合（ジフテリア・破

は

傷
しょう

風
ふう

・百
ひゃく

日
にち

咳
ぜき

・不活化ポリオ）、ＢＣＧ、
ＭＲ（麻しん・風しん）、水ぼうそう、不活化ポリオ、三種
混合（ジフテリア・破傷風・百日咳）、日本脳炎、二種混合
（ジフテリア・破傷風）、子宮頸

けい

がん予防ワクチン
【接種方法】
◦�予防接種は全て医療機関で受けてください。
◦�予防接種を実施していない医療機関もありますので、事
前にご確認ください。また、接種をするときは事前に医
療機関へ予約をしてください。

【接種対象年齢と接種間隔】
◦�麻しん◦風しん（ＭＲ）
　１期対象者：１歳から２歳の誕生日の前日まで
　�２期対象者：�平成 25年４月２日〜
　　　　　　　平成26年４月１日生まれの人
　（２期の接種期間は平成31年３月 31日㈰まで）
◦�二種混合（ジフテリア・破傷風）
　対象者：小学６年生（13歳の誕生日の前日まで）
◦�日本脳炎
①標準的な接種スケジュール
　（平成21年 10月２日以降生まれ）
・１期初回：６〜28日の間隔を置いて２回接種（３歳）
・１期追加：�標準的には１期初回終了後、おおむね１年の間

隔を置いて１回接種（４歳）
・２期：１回接種（９歳〜13歳未満）

お子さんの定期予防接種を受けましょう
※�１期の定期予防接種（３歳・４歳で接種する計３回）は
７歳６カ月の前日までが対象です。免疫を確実につける
ため、対象期間内に接種しましょう。
②特例対象者
　（�平成 11年４月２日〜平成19年４月１日生まれ）
　�　積極的勧奨が差し控えられていた時期があったため、
未接種の可能性があります。対象年齢は 20歳誕生日前
日となっていますので、母子健康手帳を確認して接種し
てください。

□　必ず母子健康手帳で接種状況を確認しましょう。
□　子どもの体調は良いですか。
□　�希望する予防接種について説明書を読みましたか。
□　母子健康手帳と問診票、保険証は持ちましたか。
□�　�日頃の健康状態をよく知っている保護者が同伴しま

しょう。

□�　�風しん・水ぼうそう・おたふくかぜなどにかかった
場合は治癒後２～４週間程度、麻しんにかかった場
合は４週間程度、その他のウイルス性疾患（突発性
発疹・手足口病・伝染性紅班など）にかかった場合
は、治癒後１～２週間程度の間隔を置いて接種しま
しょう。接種する前に主治医にご相談ください。

予防接種に行く前にチェック！



れ
て
い
ま
す
。
踊
り
の
動
作
に
は

「
こ
ぶ
し
で
天
を
突
く
こ
と
で
龍

神
を
怒
ら
せ
て
雨
を
降
ら
せ
る
」

「
腰
を
落
と
し
て
足
で
地
を
踏
み

固
め
、
豊
作
を
祈
る
」と
い
う
意

味
が
込
め
ら
れ
て
い
る
と
の
こ
と

で
す
。

　
戦
前
は
雨
乞
い
の
と
き
の
み
不

定
期
で
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
し

か
し
、用
水
設
備
の
普
及
に
よ
り
、

水
不
足
に
悩
ま
さ
れ
る
こ
と
が
な

く
な
っ
た
現
在
は
、
大
野
下
八
幡

宮
の
祭
礼
「
総
ご
も
り
」に
組
み

入
れ
ら
れ
、
毎
年
奉
納
さ
れ
て
い

ま
す
。

米め

渡ど

尾お

ひ
ゅ
う
た
ん
ま
わ
し

　
和
水
町
中
央
部
に
位
置
す
る
米

渡
尾
地
区
に
、
杉
の
木
を
ご
神
体

と
し
た
「
明
神
さ
ん
」と
い
う
社や

し
ろ

が
あ
り
、
そ
こ
で
行
わ
れ
て
い
た

雨
乞
い
神
事
で
す
。
祭
り
で
は
笛

や
太
鼓
を
打
ち
鳴
ら
し
、
腰
の
前

に
付
け
た
ひ
ょ
う
た
ん
を
回
し
な

が
ら
踊
っ
て
、降
雨
を
祈
り
ま
す
。

大お
お

野の

下し
も

雨あ
ま

乞ご

い
奴や

っ
こ

踊
り

　
こ
の
雨
乞
い
奴
踊
り
は
、
玉
名

市
岱
明
町
大
野
下
の
八は

ち

龍り
ゅ
う

王お
う

神
社

と
大
野
下
八
幡
宮
で
、
毎
年
７
月

の
最
終
日
曜
日
に
奉
納
さ
れ
る
踊

り
で
す
。
踊
り
手
は
白し

ろ

法は
っ

被ぴ

姿
に

陣じ
ん

笠が
さ

を
か
ぶ
っ
た
江
戸
時
代
の
参さ

ん

勤き
ん

交こ
う

代た
い

時
の
奴や

っ
こ

の
い
で
た
ち
を
し

て
お
り
、
手
に
は
御ご

幣へ
い

と
「
雨
降

ろ
う
」と
い
う
言
葉
を
か
け
た「
フ

ロ
ウ
豆
」を
付
け
た
竹
を
持
っ
て

い
ま
す
。

　
加か

藤と
う

清き
よ

正ま
さ

の
頃
（
江
戸
時
代
初

期
）、
干
拓
工
事
に
よ
っ
て
こ
の

付
近
に
は
新
た
に
水
田
が
で
き
ま

し
た
。
し
か
し
、
井
手
な
ど
の
用

水
設
備
が
な
か
っ
た
た
め
、
干か

ん

ば

つ
に
見
舞
わ
れ
る
と
数
日
間
神
社

に
泊
り
込
ん
で
、
雨
乞
い
の
祈き

祷と
う

を
し
て
い
た
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
こ
れ
に
太
鼓
や
鉦か

ね

、
踊
り
が

加
わ
り
、
江
戸
時
代
に
現
在
の
よ

う
な
か
た
ち
に
な
っ
た
と
考
え
ら

降
雨
を
祈
る
ま
つ
り
②

八
はち

龍
りゅう

王
おう

神社での大
おお

野
の

下
しも

雨
あま

乞
ご

い奴
やっこ

踊り奉納踊り手は参
さん

勤
きん

交
こう

代
たい

時の奴
やっこ

のいでたち

地元の祭りで披露される米
め

渡
ど

尾
お

ひゅうたんまわし

■
髙
瀬
裏
川
花
し
ょ
う
ぶ
ま
つ
り

　

米
作
り
の
恩
恵
を
受
け
発
展

し
た
玉
名
市
高
瀬
地
区
で
行
わ

れ
る
、初
夏
を
告
げ
る
お
祭
り
で

す
。
高
瀬
裏
川
沿
い
を
メ
イ
ン
会

場
に
、花
し
ょ
う
ぶ
コ
ン
サ
ー
ト

な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
。
詳
し

く
は
玉
名
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

期
間　
５
月
24
日
㈮
〜
６
月
８
日

㈯
※
期
間
中
、日
没
か
ら
午
後
10

時
ま
で
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
を
実
施
。

会
場　

玉
名
市
高
瀬
裏
川
水
際

緑
地
ほ
か

駐
車
場　

高
瀬
大
橋
下
菊
池
川

河
川
敷
駐
車
場

問（
一
社
）玉
名
観
光
協
会

☎
０
９
６
８（
72
）５
３
１
３

イ
ベ
ン
ト
情
報

昨年の髙瀬裏川花しょうぶまつり

　
以
前
は
７
月
26
日
の
祭
礼
時
に

雨
乞
い
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

後
継
者
が
お
ら
ず
一
時
中
断
さ
れ

た
も
の
の
、
近
年
復
活
し
、
現
在

は
地
区
の
お
祝
い
事
や
い
ろ
い
ろ

な
行
事
の
際
に
、
民
俗
芸
能
と
し

て
披
露
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
担
当
：
玉
名
市
文
化
課
、
和
水

町
社
会
教
育
課
）

㉑

問い合わせ先
社会教育課
☎（43）1651

菊池川 日本遺産 検索
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３ 問市民課　☎ (43)1169およろこび・うぶごえ・おくやみ

※３月中の届出のうち、本庁・市民センターで受け付けた掲載希望者分を掲載しています。

およろこび

う ぶ ご え
山　鹿

　山　鹿　岡　光
み つ き

都希さん　冨永　涼
りょうせい

生さん
　　　　　松本　紗

さ や

弥さん　荒木仁
に い な

唯菜さん
　　　　　有働　心

み つ き

月さん　吉田　温
は る ま

真さん
　　　　　井上　　零

れ い

さん　中島　悠
は る と

翔さん
　米　田　大津山菫

す み れ

鈴さん
　八　幡　松本　悠

は る み ち

路さん　髙尾　鞠
ま り か

花さん
　　　　　小池　莉

り あ

愛さん
　平小城　杉本乃

の の か

々佳さん
　三　玉　中川　敬

け い と

翔さん

　大　道　川上　　結
きずな

さん　中田　一
い ち か

樺さん
　　　　　新垣　　潤

じゅん

さん　宮川純
じ ゅ ん の す け

乃裕さん
　　　　　田中　　慧

す い

さん　上原　勇
ゆ う ま

茉さん
菊　鹿

　内　田　相馬　大
や ま と

和さん
　六　郷　森山　結

ゆ い と

仁さん
　城　北　松岡　愛

ま ほ

朋さん　横田　海
か い と

斗さん
鹿　本

　来　民　坂本　直
な お と

斗さん　山下　彪
あ や な

奈さん
　中　富　冨田　天

て ん は

春さん
鹿　央

　千　田　藤本　　祈
いのり

さん　木本　結
ゆ い と

心さん

山　鹿
　山　鹿　足立　法人さん (83)　上野　大輔さん (92)
　　　　　大久保　清さん (85)　田上　忠義さん (88)
　　　　　山城　光子さん (91)　瀬口美奈子さん (78)
　　　　　柿本キミ子さん (93)　田代　利吉さん (93)
　米　田　髙松　良三さん (68)　川原ヒサ子さん (94)
　　　　　江藤誠一郎さん (60)
　川　辺　行武　照美さん (62)　松野　基吉さん (77)
　　　　　水田マサオさん (99)
　八　幡　出田　剛毅さん (73)　野中　年光さん (86)
　　　　　坂本　勇夫さん (92)
　平小城　松永忠次郎さん (85)　田中カズ子さん (88)
　三　岳　早川　清二さん (59)
　三　玉　寺田　一郎さん (90)　長迫フジエさん (60)
　　　　　池田マツ子さん (91)　緒方智惠子さん (95)
　大　道　豊田　武生さん (68)　米倉　　尚さん (55)
　　　　　富永トシ子さん (90)
鹿　北
　岳　間　山本　達宏さん (79)　石川トキエさん (86)
　　　　　中満ヒロヱさん (83)　一法師美代さん (49)
　岩　野　野中　茂代さん (67)　入江　仁一さん (87)
　　　　　田中　剣道さん (86)　松房トミエさん (105)
　　　　　堤　　博義さん (71)　中垣　景直さん (81)

お く や み

　広　見　竹下るみ子さん (53)　野口　保邦さん (84)
　　　　　野中　孝治さん (88)
菊　鹿
　内　田　吉里　孟麭さん (94)　児玉　明一さん (86)
　　　　　安場　　子さん (99)　藤原　法昭さん (86)
　　　　　平川トドメさん (91)　栗原トミ子さん (94)
　　　　　坂本キミ子さん (89)　上田マサミさん (89)
　六　郷　岡山　至誠さん (80)　木庭タエ子さん (100)
　　　　　木庭　敏博さん (68)　有働　慶子さん (95)
　城　北　徳永　治彦さん (61)　藤本　和正さん (85)
　　　　　泉　スエノさん (80)　金光　教雄さん (95)
鹿　本
　来　民　池田　正江さん (82)　平井　國明さん (95)
　稲　田　松川　富憲さん (70)　堀田　朋子さん (89)
　　　　　早田エイコさん (88)　津留　寶　さん (93)
鹿　央
　千　田　宮本　節哉さん (86)　岡本　寅　さん (81)
　　　　　野内　千尋さん (93)　坂本　富幸さん (91)
　米野岳　黒田　常雄さん (77)　佐藤　一光さん (96)
　　　　　松井　　皓さん (81)
　山　内　米田　三春さん (76)

山　鹿
　山　鹿　島田　　秀さん♥古川　仁咲さん
　　　　　淵脇　政彦さん♥藤本　　京さん
　　　　　榊　　哲郎さん♥坂口　裕里さん
　八　幡　竹丸　次郎さん♥德永　裕美さん
　　　　　佐々木郁哉さん♥黒木安香音さん
　平小城　迎田　　樹さん♥林田　奈々さん
　　　　　星子　和久さん♥松田　里美さん

　三　岳　竹内　大智さん♥古江　　恵さん
　三　玉　矢野　賢伍さん♥鹿子木　華さん
菊　鹿
　内　田　桐原慎太郎さん♥杉　沙祐里さん
　城　北　片山　勇貴さん♥西村妃香里さん
鹿　本
　来　民　久一　直誉さん♥髙田　愛美さん
鹿　央
　米野岳　幸村　亮太さん♥堀　　文香さん
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次
に
該
当
す
る
人
は
、
申
請
で
減
免
さ
れ

ま
す
。
税
務
課
か
各
市
民
セ
ン
タ
ー
で
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の
施

行
に
伴
い
、
手
続
き
に
は
個
人
番
号
の
提
示

か
写
し
の
添
付
が
必
要
で
す
。

【
固
定
資
産
税
】

◦�

公
益
の
た
め
に
専
用
さ
れ
て
い
る
固
定
資

産
を
有
す
る
人
（
有
料
使
用
を
除
く
）

◦�

生
活
の
扶
助
受
給
者
（
要
証
明
書
）

固
定
資
産
税
・
軽
自
動
車
税
の

減
免
は
申
請
が
必
要
で
す

お 知
せら

◦�

必
要
書
類
　
納
税
通
知
書
、
印
か
ん
、
個

人
番
号
カ
ー
ド
（
通
知
カ
ー
ド
）、
運
転

免
許
証
な
ど

◦�

申
請
期
限
　
５
月
31
日
㈮

【
軽
自
動
車
税
】

①
療
育
手
帳
の
障
が
い
程
度
が
「
Ａ
」
の
人

②�

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
の
等
級
が

「
１
級
」
の
人

③�

身
体
障
害
者
手
帳
の
等
級
が
主
に

　「
３
級
」
以
上
の
人

④�

戦
傷
病
者
手
帳
の
障
が
い
程
度
が
主
に

　「
３
項
症
、
３
款
症
」
以
上
の
人

※�

③
身
体
障
害
者
手
帳
④
戦
傷
病
者
手
帳
に

つ
い
て
は
、
障
が
い
の
種
類
に
よ
り
減
免

の
対
象
と
な
る
等
級
が
異
な
り
ま
す
。

◦�

必
要
書
類

◦
昨
年
度
の
申
請
内
容
に
変
更
が
な
い
人

　�

身
体
障
害
者
等
継
続
申
請
書
（
郵
送
可
）、

印
か
ん
、個
人
番
号
カ
ー
ド（
通
知
カ
ー
ド
）

◦�

昨
年
度
の
申
請
内
容
に
変
更
が
あ
る
人
や

初
め
て
申
請
す
る
人

　�

各
種
障
害
者
手
帳
、
自
動
車
検
査
証
、
運

転
免
許
証
、
納
税
通
知
書
、
印
か
ん
、
個

人
番
号
カ
ー
ド
（
通
知
カ
ー
ド
）

◦�

申
請
期
限
　
５
月
31
日
㈮

問
税
務
課
固
定
資
産
税
係
☎（
43
）１
１
２
１

　
税
務
課
市
民
税
係
　
　
☎（
43
）１
１
２
０

今
月
の
納
税
・
保
険
料

◦ 

固
定
資
産
税
（
第
１
期
）

◦ 

軽
自
動
車
税
（
全
期
）

◦ 

納
期
限　
５
月
31
日
㈮
（
軽
自
動
車
税
の

口
座
振
替
日
は
５
月
20
日
㈪
）

夜
間
・
休
日
収
納
窓
口

◦  

夜
間
（
平
日
）　
５
月
27
日
㈪
～
31
日
㈮

　
午
後
５
時
半
～
午
後
７
時

◦�

休
日
（
日
曜
）　
５
月
26
日
㈰

　
午
前
８
時
半
～
正
午

◦
場
所
　
市
役
所
１
階
税
務
課�

⑥
番
窓
口

※�

納
税
は
便
利
な
「
口
座
振
替
」
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。
申
込
書
は
山
鹿
市
内
の
各
金

融
機
関
に
も
備
え
て
あ
り
ま
す
。
す
で
に

口
座
振
替
を
ご
利
用
の
人
は
、
口
座
の
残

高
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

※�

市
税
・
国
民
健
康
保
険
税
に
限
り
、
納
期

限
ま
で
は
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で

納
付
で
き
ま
す
。
詳
し
く
は
納
付
書
の
裏

面
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
税
務
課
収
納
係
　
　
　
☎（
43
）１
１
４
４

講習名 内容 講習期間 時間 会場 申込期限

介護福祉士
実務者研修

+
介護福祉士
受験対策

未経験者、無資格者も可能。自宅
学習に加え、18 日間のスクー
リングで、実務者研修の修了と
介護福祉士受験対策が同時に受
けられる講習です。負担が少な
く効率よく学習が進められ、修
了後は「サービス提供責任者」
としても活躍できます。

6月 26日㈬�〜 11月 20日㈬
毎週水曜日（全18回）
※�８月７日㈬、９月４日㈬、10月２日㈬、
11月６日㈬は休み

午前９時

〜

午後４時

御代志
市民センター
（合志市）

５月31日㈮

６月 18日㈫〜 11月 19日㈫
毎週火曜日（全18回）
※�７月２日㈫、８月６日㈫、９月３日㈫、
10月１日㈫、11月５日㈫は休み

午前９時

〜

午後４時

氷川町
文化センター
（八代郡氷川町）

５月31日㈮

医療事務
＆

調剤薬局事務

受付、会計、カルテ管理、オペレ
ータ業務、医療費の請求など、医
療機関を支える医療事務の知識
とスキルを習得します。調剤薬
局事務の資格取得も可能です。

５月 18日㈯〜 10月 12日㈯
毎週土曜日（全16回）
※�５月 25 日㈯、６月 22 日㈯、７月
27日㈯、８月３日㈯、８月31日㈯、
９月28日㈯は休み

午前９時

〜

午後１時
（昼休なし）

御代志
市民センター
（合志市）

５月10日㈮

９月１日㈰〜12月15日㈰
毎週日曜日（全16回）

午前９時
～

午後１時
（昼休なし）

松橋公民館
（宇城市松橋町）

８月16日㈮
（受け付けは７月
１日㈪開始）

ひとり親家庭のお母さん、お父さんなどのための就業支援講習会
問�福祉援護課児童家庭係　☎ (43)0052

働く上で必要な資格を身に付けたい人のための講習会です。この機会にぜひお申し込みください。
◦対象者　�ひとり親家庭のお母さん、お父さん、寡婦の人で、技能・資格取得に意欲のある人
◦�受講料　�無料（テキスト代、検定料は別に必要）
◦�申込先　福祉援護課窓口でお申し込みください。
◦�講習一覧（定員は全て先着20人）　※定員に満たない場合は申込期限を延長します。
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●健康ポイント事業とは
　�健康診断（人間ドック・がん検診など）の受診や健康
に関する事業・スポーツ行事への参加、自分で決めた
運動の継続などの健康づくりに取り組み、一定以上の
ポイントをためると抽選ですてきな記念品が当たるも
ので、市民の皆さんの健康づくり習慣や運動習慣を応
援し、健康保持・健康寿命の延伸を目指す事業です。

●参加できる人
　�山鹿市在住の19歳以上の人（平成31年４月１日現在）
●参加方法
　�６月のチラシに付いている事業参加申込書を切り取っ
て提出してください。参加費は無料です。市民の皆さ
んの多くのご参加をお待ちしています。

●申込期間
　６月３日㈪～７月 31日㈬

●ポイントになる事業
　�今年度に実施する健診や健康に関する事業・イベント
など

●特典（達成賞）
　�目標を達成し、応募した人の中から、抽選で記念品が
当たります。

入札結果の報告（３月分）
※落札価格500万円以上の工事を掲載（落札額は消費税を含む） 問防災監理課　☎（43）1113

入札日 工事名 工事場所 落札業者 落札額（円）

３/26

三玉小学校空気調和設備設置工事（その２） 久原地内 ㈲東総合設備 19,116,000

大道小学校空気調和設備設置工事（その２） 方保田地内 ㈲野田設備工業 12,798,000

山鹿小学校空気調和設備設置工事 山鹿地内 ㈲フルカワ 5,680,800

めのだけ小学校空気調和設備設置工事 南島地内 アイビー浄水㈲ 5,551,200

鹿北小学校空気調和設備設置工事 鹿北町四丁地内 ㈲矢野電設 6,858,000

菊鹿小学校空気調和設備設置工事 菊鹿町下永野地内 イズミ住設工業 9,504,000

　楽しいことや好きなことをあれこれ考えたり、気の合う友達と話をしたり、
周りの景色を眺めたりしながらウォーキングを楽しんでみませんか。

「健康のはじめの一歩は歩きから」
「歩くたび新たな発見！心もからだもリフレッシュ」

山鹿市民歩こう運動キャッチフレーズ

ー山鹿市民の皆さんの健康づくり習慣や運動習慣を支援するための大切なお知らせー

第２回「山鹿市健康ポイント事業」が６月にスタートします！

　詳しくは、６月に全戸配布する「健康ポイント事
業チラシ」をご覧ください。事業参加申込書も添付
しています。

山鹿市民歩こう運動
　５月は新緑の季節を迎えて、山鹿市が勧めている「歩く」ことを始
めるとてもいい季節です。
　爽やかな風が吹く中で、周りの花々やきれいな緑を楽しみながら、
まずは“続けて10分歩く”ことから始めましょう。

問健康増進課　☎（43）0050
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〈 

有
料
広
告 

〉

　　
６
月
１
日
㈯
を
調
査
基
準
日
と
し
て
、
工

業
統
計
調
査
を
実
施
し
ま
す
。
こ
の
調
査
は

わ
が
国
の
工
業
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
た
統
計
調
査
で
、
調
査
結
果

は
、
中
小
企
業
政
策
や
地
域
振
興
な
ど
の
基

礎
資
料
と
し
て
利
用
さ
れ
ま
す
。

　
調
査
対
象
は
、
市
内
の
工
業
（
製
造
業
）

を
営
む
全
て
の
事
業
所
で
す
。
対
象
と
な
る

事
業
所
に
は
５
月
上
旬
か
ら
調
査
員
が
伺
い

ま
す
の
で
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
総
務
課
　
　
　
　
　
　
☎（
43
）１
１
１
７

２
０
１
９
年

工
業
統
計
調
査
を
実
施
し
ま
す

お知
せら

統計法に基づく国の統
計調査です。調査票情
報の秘密の保護に万全
を期します。

　
４
月
１
日
現
在
で
自
動
車
を
所
有
し
て
い

る
人
に
、
自
動
車
税
の
納
税
通
知
書
を
５
月

初
め
に
お
送
り
し
ま
す
。
納
期
限
の
５
月
31

日
㈮
ま
で
に
、
お
近
く
の
金
融
機
関
や
コ
ン

ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
、
熊
本
県
の
各
広
域
本

部
、
山
鹿
市
役
所
、
自
動
車
税
事
務
所
で
納

め
て
く
だ
さ
い
。

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た
ク
レ
ジ
ッ

ト
カ
ー
ド
で
の
納
付
や
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

に
よ
る
納
付
も
で
き
ま
す
。

問
熊
本
県
県
北
広
域
本
部
収
税
課

☎
０
９
６
８（
25
）４
１
１
５

　
熊
本
県
自
動
車
税
事
務
所

☎
０
９
６（
３
６
８
）４
０
２
０

自
動
車
税
の
納
付
は

５
月
31
日
ま
で
に

お知
せら

　
春
は
野
鳥
の
繁
殖
期
で
す
。
巣
立
ち
し
た

ひ
な
が
地
面
に
落
ち
て
い
て
も
、
親
鳥
が
世

話
を
し
て
い
ま
す
の
で
、
拾
わ
な
い
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。
県
で
は
５
月
10
日
㈮
か
ら
の
１
カ

月
間
を
指
導
取
締
強
化
月
間
と
定
め
、
違
法

　
た
ば
こ
は
肺
が
ん
を
は
じ
め
多
く
の
疾
患

の
危
険
因
子
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
健
康
の
維

持
増
進
を
図
る
た
め
に
は
、
た
ば
こ
対
策
は

重
要
な
課
題
で
す
。
世
界
保
健
機
構
（
Ｗ
Ｈ

Ｏ
）
は
、
た
ば
こ
を
吸
わ
な
い
こ
と
が
社
会

習
慣
と
な
る
こ
と
を
目
指
し
、
世
界
禁
煙

デ
ー
を
定
め
ま
し
た
。
日
本
で
も
５
月
31
日

～
６
月
６
日
ま
で
を
「
禁
煙
週
間
」
と
定
め

て
い
ま
す
。
今
年
度
は
、
７
月
か
ら
学
校
、

病
院
、
児
童
福
祉
施
設
等
、
行
政
機
関
が
原

則
敷
地
内
禁
煙
。
来
年
４
月
か
ら
、
そ
れ
以

外
の
施
設
等
が
原
則
屋
内
禁
煙
と
な
る
こ
と

を
控
え
「
２
０
２
０
年
、
受
動
禁
煙
の
な
い

社
会
を
目
指
し
て
～
た
ば
こ
の
煙
か
ら
子
ど

も
た
ち
を
守
ろ
う
～
」
を
禁
煙
週
間
の
テ
ー

繁
殖
期
の
野
鳥
保
護
お
よ
び

指
導
取
締
強
化
月
間

５
月
31
日
は
世
界
禁
煙
デ
ー

お知
せら

お知
せら

　
税
理
士
で
な
い
人
が
、
税
務
代
理
、
税
務

書
類
の
作
成
お
よ
び
税
務
相
談
の
税
理
士
業

務
を
行
う
こ
と
（「
に
せ
税
理
士
」
行
為
）
は
、

税
理
士
法
で
固
く
禁
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。
確

定
申
告
書
や
決
算
書
な
ど
の
税
務
書
類
の
作

成
や
税
務
相
談
を
依
頼
す
る
場
合
は
、
税
理

士
で
あ
る
こ
と
を
ご
確
認
の
上
、
ご
相
談
く

だ
さ
い
。「
に
せ
税
理
士
」へ
相
談
す
る
こ
と
は
、

あ
な
た
自
身
に
不
測
の
損
害
を
与
え
る
恐
れ

が
あ
り
ま
す
の
で
、
十
分
に
ご
注
意
く
だ
さ

い
。
詳
し
く
は
税
務
署
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

問 
山
鹿
税
務
署

※
自
動
音
声
案
内
　
　
　
☎（
44
）２
１
８
１

「
に
せ
税
理
士
」
に
ご
注
意

お知
せら

　
地
方
税
法
の
規
定
に
よ
り
、
平
成
31
年
度

固
定
資
産
（
土
地
・
家
屋
・
償
却
資
産
）
の

価
格
を
固
定
資
産
課
税
台
帳
に
登
録
し
ま
し

た
の
で
縦
覧
が
で
き
ま
す
。

◦�

期
間　
５
月
31
日
㈮
ま
で

◦�

受
付
時
間　

午
前
８
時
半
～
午
後
５
時

（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）

◦�

場
所　
本
庁
税
務
課
、
各
市
民
セ
ン
タ
ー

◦�

縦
覧
に
必
要
な
も
の　
印
か
ん
、
運
転
免

許
証
な
ど
の
本
人
確
認
書
類
（
代
理
人
の

場
合
は
委
任
状
）

問 

税
務
課
固
定
資
産
税
係
☎（
43
）１
１
２
１

固
定
資
産
課
税
台
帳
を

縦
覧
で
き
ま
す

お知
せら

マ
と
し
、
禁
煙
お
よ
び
受
動
喫
煙
防
止
に
取

り
組
む
も
の
で
す
。
山
鹿
市
で
も
、
禁
煙
相

談
を
行
っ
て
い
ま
す
の
で
ご
活
用
く
だ
さ

い
。

問
健
康
増
進
課
　
　
　
　
☎（
43
）０
０
５
０

㈲石のふるかわでは時代を先取りしたコンパクト墓「軽墓
シリーズ」を開発した。お墓の機能を完璧に備え、費用が
安く管理がしやすい、事情が変われば移転も簡単にできま
す。１ｍ×１ｍの墓地に設置でき、ニューデザインの墓石は
見た目にも華があります。日本の墓文化を守りつつ、建て主
から子孫へ負担の軽いお墓を考案しました。

熊本県知事許可（般ー27）第12675号

*（０９６８）３６－９６６８*（０９６８）３６－９６６８

愛 光

（ホームページ）http://www.ishinofurukawa.co.jp

山鹿市方保田3514－1

90万円
（税別）

80万円
（税別）
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広
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行
政
相
談
と
は
、
総
務
大
臣
か
ら
委
嘱
を

受
け
た
行
政
相
談
委
員
が
、
住
民
か
ら
国
な

ど
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
相
談
を
受
け

て
、
関
係
機
関
に
連
絡
す
る
な
ど
解
決
の
促

進
を
図
る
制
度
で
す
。
国
・
県
・
市
へ
の
意

見
や
要
望
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
相
談
は
無
料
で
、
秘

行
政
相
談
所
を
開
設
し
ま
す

相談

　　
来
春
新
規
学
校
卒
業
者
を
採
用
予
定
の
企

業
を
対
象
に
、
新
卒
者
用
求
人
の
申
し
込
み

か
ら
選
考
・
採
用
・
雇
入
れ
に
至
る
諸
手
続

き
な
ど
の
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。
新
卒
者

を
雇
用
す
る
場
合
、
採
用
責
任
者
の
説
明
会

受
講
後
、
求
人
の
申
し
込
み
を
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。地
元
の
優
秀
な
人
材
確
保
の
た
め
、

多
数
の
企
業
か
ら
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

平
成
32
年
3
月
新
規
学
校

卒
業
者
対
象
求
人
説
明
会

お知
せら

　
憲
法
週
間
（
５
月
１
日
～
７
日
）
行
事
の一

環
と
し
て
、無
料
法
律
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

◦�

日
時
　
５
月
13
日
㈪

　�

午
前
10
時
～
午
後
３
時
（
２
時
半
ま
で
受

け
付
け
）

◦�
場
所
　
熊
本
地
方
・
家
庭
裁
判
所
山
鹿
支

部
（
山
鹿
２
８
０
番
地
）

◦�
相
談
内
容
　
民
事
・
刑
事
の
法
律
問
題
、

破
産
問
題
、
離
婚
・
相
続
な
ど
の
問
題
、

登
記
、
人
権
問
題
な
ど

◦�

相
談
担
当
　
弁
護
士
、
民
事
・
家
事
調
停

委
員
、
法
務
局
職
員

問 

熊
本
地
方
・
家
庭
裁
判
所
山
鹿
支
部

☎（
44
）５
１
４
１

無
料
法
律
相
談
会
の
開
催

相談

　
６
月
１
日
は
人
権
擁
護
委
員
法
が
施
行
さ

れ
た
日
で
す
。
特
設
人
権
相
談
所
を
開
設
し

ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

相
談
は
無
料
、
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

◦�
日
時
　
６
月
３
日
㈪

　
　
　
　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

◦�
場
所
　

　��

山
鹿
地
区
　
山
鹿
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
鹿
北
地
区
　
鹿
北
市
民
セ
ン
タ
ー

　
菊
鹿
地
区
　
菊
鹿
市
民
セ
ン
タ
ー

　
鹿
本
地
区
　
鹿
本
市
民
セ
ン
タ
ー

　
鹿
央
地
区
　
鹿
央
多
目
的
研
修
セ
ン
タ
ー

◦�

相
談
員
　
人
権
擁
護
委
員

問 

法
務
局
山
鹿
支
局
　
　
☎（
44
）２
４
１
１

　
人
権
啓
発
課
　
　
　
　
☎（
43
）１
１
９
９

「
人
権
擁
護
委
員
の
日
」

特
設
人
権
相
談
所

相談

捕
獲
な
ど
の
防
止
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
野

生
鳥
獣
ま
た
は
鳥
類
の
卵
は
、
鳥
獣
の
保
護

及
び
管
理
並
び
に
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る

法
律
に
よ
り
、
狩
猟
に
よ
る
捕
獲
、
許
可
を

受
け
た
も
の
以
外
は
、
原
則
と
し
て
そ
の
捕

獲
、殺
傷
ま
た
は
採
取
が
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

な
お
、
野
生
鳥
獣
（
メ
ジ
ロ
・
ホ
オ
ジ
ロ
な
ど
）

の
愛
が
ん
飼
養
目
的
の
捕
獲
は
、
鳥
獣
の
乱

獲
を
助
長
す
る
恐
れ
が
あ
る
こ
と
か
ら
許
可

し
て
い
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
平
成
24
年
３
月
31

日
ま
で
に
、
許
可
を
得
て
捕
獲
し
飼
養
登
録

済
み
の
個
体
は
、
更
新
手
続
き
を
行
う
こ
と

で
、
引
き
続
き
飼
育
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

問
農
林
整
備
課
　
　
　
　
☎（
43
）１
５
７
１

　
県
北
広
域
本
部
鹿
本
地
域
振
興
局
林
務
課

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
☎（
44
）２
１
３
５

密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

◦�

日
時
　
５
月
24
日
㈮

　
　
　
　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

◦�

場
所
　
市
役
所
４
階
４
０
１
会
議
室

◦�

相
談
員
　
行
政
評
価
事
務
所
職
員

　
　
　
　
　
行
政
相
談
委
員

【
行
政
相
談
委
員
】（
敬
称
略
）

　�

山
鹿
地
区
（
島
田
裕ひ

ろ

子こ

）、鹿
北
地
区
（
北

原
真ま

る

み

留
美
）、
菊
鹿
地
区
（
德
丸
章あ

き
ら

）、
鹿

本
地
区
（
後
藤
忠た

だ

久ひ
さ

）、
鹿
央
地
区
（
前

田
泰や

す
ひ
で秀

）

問
熊
本
行
政
評
価
事
務
所

☎
０
９
６（
３
２
４
）１
６
６
２

◦�

日
時
　
５
月
23
日
㈭
　
午
後
２
時
～
４
時

　（
午
後
１
時
半
～
受
け
付
け
開
始
）

◦�

場
所
　
大
津
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

問
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
菊
池

☎
０
９
６
８（
24
）８
６
２
６

屋内清掃・剪定・農作業会員募集中！　まずはご相談を！
★ シルバー派遣事業についてもご相談ください ★

　　　　　　 ※詳しくはホームページを　http://www.sjc.ne.jp/yamaga/

センターにて新入会員説明会を開催します。
毎月、第２・４水曜日

【お問い合わせ先】
　  （公社）山鹿市シルバー人材センター
　〒861ｰ0501　山鹿市山鹿402-8
　☎0968ｰ44ｰ1850

シルバー会員募集中！

草取り・草刈りなど、シルバー人材センターにお任せください
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シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

新
入
会
員
募
集

　
市
内
に
お
住
ま
い
の
原
則
60
歳
以
上
で
、

健
康
で
働
く
意
欲
の
あ
る
人
は
、
ど
な
た
で

も
入
会
で
き
ま
す
。
新
入
会
員
説
明
会
を

毎
月
２
回
開
催
し
ま
す
の
で
、
入
会
を
希

望
す
る
人
は
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　
特
に
剪
定
、
草
刈
り
、
清
掃
、
農
作
業

の
会
員
さ
ん
を
募
集
し
てい
ま
す
。

◦  

説
明
会
期
日  

５
月
８
日
㈬
・
22
日
㈬

◦  

会
場　
山
鹿
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

◦�

時
間
　
午
前
10
時
～

問（
公
社
）山
鹿
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

☎（
44
）１
８
５
０

　
博
物
館
研
修
事
業
「
拓
本
基
礎
講
座
」
の

受
講
生
を
募
集
し
ま
す
。
地
域
に
残
る
石
碑

や
記
念
碑
を
写
し
取
り
、
刻
ま
れ
た
文
字
を

解
読
し
ま
す
。

◦�

日
時
　
毎
月
第
４
日
曜
日

　
　
　
　
午
前
９
時
半
～
11
時
半

◦�

場
所　
市
立
博
物
館
お
よ
び
周
辺

◦�

定
員　
15
人

◦�

受
講
料　
２
千
円
（
年
間
）

◦�

開
講
式　
５
月
26
日
㈰
　
午
前
９
時
半

※
開
講
式
終
了
後
、
初
回
講
座
を
開
催

◦�

申
込
期
限　
５
月
19
日
㈰

問
山
鹿
市
立
博
物
館
　
　
☎（
43
）１
１
４
５

「
拓
本
基
礎
講
座
」
受
講
生
募
集

募集

　
市
選
挙
管
理
委
員
会
で
は
、
有
権
者
の
皆

さ
ん
が
広
く
政
治
や
選
挙
に
関
心
を
持
ち
、

選
挙
を
よ
り
身
近
に
感
じ
て
い
た
だ
く
た

め
、
選
挙
時
の
「
期
日
前
投
票
立
会
人
」
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

◦�

業
務
内
容
　
各
期
日
前
投
票
所
で
投
票
事

務
に
立
ち
会
い
、
手
続
き
が
公
正
か
つ
確

実
に
行
わ
れ
て
い
る
か
を
確
認
す
る
こ
と
。

※�
専
門
的
知
識
を
求
め
ら
れ
る
業
務
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。お
気
軽
に
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

◦�

応
募
資
格
（
次
の
全
て
を
満
た
す
人
）

　�

市
内
在
住
で
選
挙
権
を
有
し
、
市
の
選
挙

人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る
人
（
選
挙
期

日
当
日
に
満
18
歳
以
上
の
日
本
国
民
で
、

引
き
続
き
３
カ
月
以
上
市
内
に
住
ん
で
い

る
人
）。
特
定
の
候
補
者
の
選
挙
運
動
や

政
治
活
動
を
行
っ
て
い
な
い
人
。

◦�

応
募
方
法
　
募
集
は
随
時
行
っ
て
い
ま

す
。
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◦�

立
会
期
間
　
各
選
挙
の
選
挙
期
日
の
告
示

（
公
示
）
日
の
翌
日
か
ら
投
票
日
前
日
ま

で
の
希
望
す
る
日
。募
集
は
登
録
制
と
し
、

登
録
さ
れ
て
い
る
皆
さ
ん
に
対
し
各
選
挙

前
に
希
望
日
を
確
認
し
ま
す
。

◦�

立
会
時
間
・
場
所
　
午
前
８
時
半
～
午
後

８
時
ま
で
　
期
日
前
投
票
所
（
市
役
所
ま

た
は
各
市
民
セ
ン
タ
ー
）

◦�

報
酬
　
日
額
９
５
０
０
円（
源
泉
徴
収
あ
り
）

※
食
事
代
、
交
通
費
は
自
己
負
担

選
挙
の
立
会
人（
期
日
前
投
票
立

会
人
）の
募
集

募集

　「
第
７
期
山
鹿
市
高
齢
者
福
祉
計
画
及
び

介
護
保
険
事
業
計
画
」
に
基
づ
き
、
平
成
31

年
度
中
に
介
護
保
険
事
業
所
（
施
設
）
の
整

備
を
行
う
事
業
者
を
公
募
し
ま
す
。

�

整
備
事
業
所
（
施
設
）

◦�

小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
事
業
所

（
２
ヵ
所
）
高
齢
者
が
通
い
を
中
心
に
、

訪
問
や
泊
ま
り
の
サ
ー
ビ
ス
を
組
み
合
わ

せ
、
多
機
能
な
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る

事
業
所

◦�

介
護
予
防
拠
点
（
２
ヵ
所
）
高
齢
者
が
要

介
護
状
態
に
な
ら
な
い
た
め
の
運
動
や
情

報
を
得
ら
れ
、介
護
が
必
要
に
な
っ
て
も
、

地
域
交
流
な
ど
の
場
と
し
て
活
用
を
す
る

こ
と
が
で
き
る
施
設

◦�

認
知
症
対
応
型
共
同
生
活
介
護
事
業
所

（
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
・
１
ヵ
所
）
認
知
症

の
人
が
共
同
生
活
す
る
住
宅
で
、
日
常
生

活
上
の
支
援
や
機
能
訓
練
な
ど
を
行
う
事

業
所

整
備
圏
域

　
市
全
域
が
対
象
で
す
が
、
現
在
当
該
施
設

が
整
備
さ
れ
て
い
な
い
圏
域
を
優
先
し
て
選

定
し
ま
す
。

公
募
要
件

　
原
則
と
し
て
、
市
内
で
介
護
保
険
事
業
ま

た
は
医
療
・
福
祉
事
業
な
ど
運
営
の
実
績
・

経
験
の
あ
る
法
人
で
、
関
係
事
業
者
と
の
連

携
や
人
材
の
確
保
が
可
能
で
あ
る
こ
と
。
ま

た
、
平
成
32
年
３
月
31
日
㈫
ま
で
に
工
事
完

了
で
き
る
こ
と
。

公
募
期
間 平

成
31
年
度

介
護
基
盤
整
備
事
業

募集

問 

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局☎（

43
）１
５
９
４

　
５
月
７
日
㈫
～
５
月
31
日
㈮

問 

長
寿
支
援
課
　
　
　
　
☎（
43
）１
１
８
０

ありはら石材
〒861ｰ0535　山鹿市南島865ｰ1

44-5248御先祖様を大切に

お盆セール

総
合
石
材
商
社
認
定

安 

心 

店

TEL

78万円(税別)
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正
職
員

◦�

職
種
・
採
用
予
定
人
数

　
薬
剤
師
　
若
干
名

◦�

受
験
資
格

　�

昭
和
34
年
４
月
２
日
以
降
生
ま
れ
で
、
薬

剤
師
の
資
格
を
持
つ
人

◦�

採
用
日
　
平
成
31
年
度
中

◦�

申
し
込
み
方
法
　
応
募
書
類
を
市
民
医
療

セ
ン
タ
ー
経
営
管
理
課
で
配
布
、
ま
た
市

民
医
療
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

し
て
い
ま
す
。
必
要
事
項
を
記
入
し
、
持

参
す
る
か
郵
送
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

◦�

申
込
期
間
　
随
時
（
採
用
者
が
決
定
次
第

終
了
）

◦�

試
験
日
　
申
込
者
へ
通
知
し
ま
す
。

非
常
勤
職
員

◦�

職
種
・
採
用
予
定
人
数

　
メ
デ
ィ
カ
ル
ク
ラ
ー
ク
　
２
人

◦�

業
務
内
容

　
外
来
ま
た
は
病
棟
で
の
事
務
助
手

◦�

応
募
資
格

　�

昭
和
34
年
４
月
２
日
以
降
生
ま
れ
の
人

◦�

任
用
期
間

　�

採
用
日
か
ら
平
成
32
年
３
月
31
日
㈫
ま
で

（
勤
務
成
績
な
ど
に
よ
り
更
新
あ
り
）

◦�

勤
務
時
間　

�

週
32
時
間
程
度

◦�

賃
金
　
時
給
８
２
０
円
～
８
５
０
円

◦�

保
険　
健
康
保
険
、
厚
生
年
金
、
雇
用
保

険
、
労
災
保
険

◦�

申
し
込
み
方
法
　
履
歴
書
（
市
販
ま
た
は

ホ
ー
ムペー
ジ
に
掲
載
）
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、持
参
す
る
か
郵
送
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

山
鹿
市
民
医
療
セ
ン
タ
ー

職
員
募
集

募集

◦��

職
種
　
主
任
介
護
支
援
専
門
員
、
介
護
支

援
専
門
員
、
看
護
師
、
社
会
福
祉
士

　
若
干
名
募
集

◦��

業
務
内
容
　
高
齢
者
な
ど
に
関
す
る
総
合

相
談
業
務
、
訪
問
業
務
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
業
務
な
ど

◦�
任
用
期
間

　
６
月
１
日
㈯
～
平
成
32
年
３
月
31
日
㈫

◦�

勤
務
時
間　
週
29
時
間
以
内

　
午
前
９
時
～
午
後
３
時
45
分（
平
日
の
み
）

◦�

賃
金

　
７
１
０
０
円
～
８
３
０
０
円
（
日
額
）

◦�

保
険　
健
康
保
険
、
厚
生
年
金
、
雇
用
保

険
、
災
害
補
償
制
度

◦�

申
し
込
み
方
法　
市
販
の
履
歴
書
に
必
要

事
項
を
記
入
し
、
資
格
免
許
証
の
写
し
を

添
え
て
長
寿
支
援
課
に
持
参
か
郵
送

◦�

申
込
期
限
　
５
月
14
日
㈫

　
郵
送
の
場
合
は
５
月
14
日
㈫
必
着

◦�

面
接
試
験
　
申
し
込
み
者
へ
通
知
し
ま
す
。

問
長
寿
支
援
課
　
　
　
　
☎（
43
）１
０
７
７

山
鹿
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
非
常
勤
職
員
募
集

募集
※�

詳
し
く
は
市
民
医
療
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問 

山
鹿
市
民
医
療
セ
ン
タ
ー
経
営
管
理
課

☎（
44
）２
１
８
５

　
平
成
31
年
度
補
助
申
請
の
１
次
募
集
を
行

い
ま
す
。 住

宅
改
造
助
成
事
業

（
高
齢
者
対
象
）
１
次
募
集

募集

◦�

期
間
　
５
月
15
日
㈬
～
31
日
㈮

◦�

対
象
者
　
次
の
全
て
に
該
当
す
る
人

　�

①
山
鹿
市
に
住
ん
で
い
る
人
②
平
成
31
年

４
月
１
日
現
在
で
65
歳
以
上
の
人
③
介
護

保
険
法
の
要
支
援
か
要
介
護
の
認
定
を
受

け
て
い
る
か
、
同
程
度
の
状
態
と
認
め
ら

れ
る
人
④
世
帯
の
生
計
中
心
者
の
平
成
30

年
分
所
得
に
か
か
る
所
得
税
年
税
額
が

７
万
円
以
下
の
世
帯
に
属
す
る
人
⑤
原
則

と
し
て
、
当
事
業
に
よ
る
助
成
を
受
け
た

こ
と
が
な
い
世
帯
に
属
す
る
人

◦�

対
象
と
な
る
工
事
　
高
齢
者
が
自
宅
で
生

活
し
や
す
い
よ
う
に
住
宅
を
改
造
す
る
工
事

　�

例
手
す
り
の
取
り
付
け
、段
差
解
消
、滑
り

防
止
お
よ
び
移
動
の
円
滑
化
な
ど
の
た
め

の
床
ま
た
は
通
路
面
の
材
料
の
変
更
、和
式

便
器
か
ら
洋
式
便
器
へ
の
取
り
換
え
な
ど

※�

事
前
に
着
手
し
た
工
事
は
対
象
外

◦�

助
成
額
　
課
税
の
状
況
や
工
事
件
数
に
応

じ
て
申
請
内
容
を
審
査
し
、
予
算
の
範
囲

内
で
助
成
し
ま
す
。

問 

長
寿
支
援
課
　
　
　
　
☎（
43
）１
１
８
０

　
県
や
市
町
村
で
構
成
す
る「
く
ま
も
と
緑
・

景
観
協
働
機
構
」
で
は
、
創
立
10
周
年
を
記

念
し
て
「
花
い
っ
ぱ
い
コ
ン
ク
ー
ル
」
を
実

施
中
で
す
。
公
共
用
地
で
の
花
植
え
活
動
な

ど
奮
っ
て
応
募
く
だ
さ
い
。
応
募
方
法
な
ど

詳
し
く
は
「
く
ま
も
と
緑
・
景
観
協
働
機
構
」

で
検
索
し
て
く
だ
さ
い
。

問 

く
ま
も
と
緑
・
景
観
協
働
機
構

☎
０
９
６（
３
３
３
）２
５
２
２

「
花
い
っ
ぱ
い
コ
ン
ク
ー
ル
」
募
集

募集

お気軽にお問い合わせください。見積無料 !! 少量OK

㈲クリーン健康社 ☎０９６８(４３)６３４８
山鹿市鍋田 1507-2（ｽﾘｰ･ｱｰﾙ･ｾﾝﾀｰ内）一般廃棄物収集運搬業山鹿市指令第1565号

産業廃棄物収集運搬業第04300073046号
一般廃棄物処分業山鹿市指令第1566号
産業廃棄物処分業第04320073046号

Patioさん（鹿本町御宇田345－1国道 325号線
沿い）に設置しています。どなたでもご自由に
お入れください。

古紙回収ボックス設置 !!
○自分だけでは粗大ごみを出せない…
○家、部屋を整理したいが、不用品が多すぎて
　どうしたらいいか…などなど

ごみ処理何でもお任せ !!

在庫状況はお問い合わせください。
堆肥無料で差し上げます !!
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「
こ
ふ
ん
か
ん
へ
５
◦
５
・
Ｇ
Ｏ
！
」

　
他
の
博
物
館
や
団
体
の
皆
さ
ん
と
一
緒

に
、
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
を
お
届
け
し
ま
す
。

バ
ス
ボ
ム
づ
く
り
や
リ
グ
ラ
ス
ア
ー
ト
な

ど
、
親
子
で
楽
し
め
る
メ
ニ
ュ
ー
が
盛
り
だ

く
さ
ん
（
一
部
材
料
代
が
必
要
）。

◦�

日
時
　
５
月
５
日
㈷

　
午
前
10
時
～
午
後
４
時

「
勾ま

が

玉た
ま

ウ
ィ
ー
ク
」

　
古
代
ア
ク
セ
サ
リ
ー
勾
玉
づ
く
り
体
験
に

加
え
、
こ
の
期
間
の
み
特
別
に
無
料
で
勾
玉

に
色
付
け
が
で
き
ま
す
（
赤
・
黄
・
緑
・
青

の
４
色
）。
こ
れ
ま
で
作
っ
た
勾
玉
に
も
色

付
け
で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
持
ち
く
だ
さ

い
。

◦�
期
間
　
４
月
27
日
㈯
～
５
月
６
日
㉁

　（
勾
玉
づ
く
り
）

　
午
前
10
時
～
、
午
後
１
時
半
～

　（
色
づ
け
）
午
前
10
時
～
午
後
４
時

◦�

定
員
　
36
人
（
電
話
で
要
予
約
）

◦��

材
料
費
　
勾
玉
（
白
）
２
０
０
円
、
勾
玉

（
黒
・
ピ
ン
ク
）
３
０
０
円

◦�

場
所
　
県
立
装
飾
古
墳
館

問 

県
立
装
飾
古
墳
館
　
　
☎（
36
）２
１
５
１

県
立
装
飾
古
墳
館
の
催
し

催し

�

赤
米
体
験
教
室
①
「
田
植
え
」

　
は
だ
し
で
水
田
に
入
り
、
昔
な
が
ら
の
手

植
え
で
田
植
え
を
し
ま
す
。

◦�

日
時
　
６
月
８
日
㈯

　
　
　
　
午
前
10
時
～
午
後
１
時

県
立
装
飾
古
墳
館

定
期
体
験
教
室
５
月
受
け
付
け

募集

◦�

集
合
場
所
　
春
間
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

（
鹿
央
町
岩
原
）

◦��

参
加
費
　
１
人
　
５
５
０
円
（
保
険
、
昼

食
代
）　
先
着
60
人

※�

事
前
の
申
し
込
み
が
必
要
。
申
し
込
み
受

け
付
け
開
始
５
月
８
日
㈬
～（
月
曜
休
館
）

問 

県
立
装
飾
古
墳
館
　
　
☎（
36
）２
１
５
１

　
職
業
訓
練
は
、
求
職
者
が
職
業
訓
練
に
よ
る

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
通
じ
て
、
早
期
就
職
を
実
現

す
る
た
め
に
、
国
が
支
援
す
る
制
度
で
す
。
原

則
無
料
で
受
講
で
き
ま
す
。
さ
ら
に
一
定
の
条

件
を
満
た
す
と
、
雇
用
保
険
な
ど
を
受
給
し
な

が
ら
職
業
訓
練
を
受
け
る
こ
と
も
可
能
で
す
。

※�
近
日
中
に
実
施
予
定
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
菊

池
管
内
の
職
業
訓
練

◦�

訓
練
場
所
　
合
志
市
須
屋

◦�

訓
練
科
目
　
溶
接
加
工
科
・
電
気
設
備
サ

ー
ビ
ス
科
・
生
産
設
備
保
全
技
術
科
・
住

宅
リ
フ
ォ
ー
ム
科
・
ビ
ル
設
備
サ
ー
ビ
ス
科

◦�

募
集
期
間
　
５
月
７
日
㈫
～
30
日
㈭

◦�

訓
練
実
施
期
間

　�

７
月
２
日
㈫
～
12
月
25
日
㈬

問
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
菊
池
訓
練
担
当

☎
０
９
６
８（
24
）８
６
２
５

職
業
訓
練
コ
ー
ス

募集

パ
ソ
コ
ン
基
礎
科

　
パ
ソ
コ
ン
基
本
操
作
、
ワ
ー
ド
・
エ
ク
セ

ル
３
級
、
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
初
級
の
合
格
を

目
指
し
、ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
も
習
得
し
ま
す
。

◦�

受
講
対
象
　
身
体
（
聴
覚
・
上
肢
・
下
肢
・

内
部
）、
精
神
、
発
達
、
難
病

◦�

募
集
人
員
　
10
人

◦�

募
集
期
限
　
５
月
31
日
㈮
ま
で

◦��

訓
練
期
間　
７
月
２
日
㈫
～
９
月
30
日
㈪

ま
で
（
３
カ
月
間
）

◦�

訓
練
場
所　
Ｐ
Ｃ
ク
リ
エ
イ
ト
玉
名
教
室

（
株
式
会
社
カ
ラ
ン
ク
ラ
ス
）

※�

受
講
料
は
無
料
で
す
が
、テ
キ
ス
ト
代
が
必
要
。

※�

募
集
案
内
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
熊
本
県
立

高
等
技
術
専
門
校
）に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

問
熊
本
県
立
高
等
技
術
専
門
校

☎
０
９
６（
２
９
７
）９
９
１
５

障
が
い
の
あ
る
人
を
対
象
と
し
た

職
業
訓
練
生
の
募
集

募集

◦�

訓
練
期
間
　
６
カ
月

◦�

必
要
経
費
　
受
講
料
は
無
料
で
す
が
、
教

科
書
代
な
ど
が
必
要
で
す
。

問 

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
荒
尾

☎
０
９
６
８（
62
）８
６
１
０

　
ポ
リ
テ
ク
セン
タ
ー
荒
尾
で
は
職
業
訓
練
受
講

生
を
募
集
し
ま
す
。
訓
練
は
も
の
づ
く
り
を
中

心
と
し
た
就
職
に
結
びつ
き
や
すい
内
容
で
す
。

◦�

募
集
科
・
募
集
人
員
　
①
Ｃ
Ａ
Ｄ
も
の
づ

く
り
サ
ポ
ー
ト
科
（
女
性
の
み
15
人
）
②

機
械
Ｃ
Ａ
Ｄ
加
工
科
（
15
人
）
③
溶
接
施

工
技
術
科
（
12
人
）
④
建
設
機
械
科
（
10

人
）
⑤
ビ
ル
管
理
技
術
科
（
15
人
）

◦�

募
集
期
間
　
５
月
７
日
㈫
～
23
日
㈭

◦�

筆
記
試
験
・
面
接
日
　
５
月
31
日
㈮

◦�

入
所
日
　
７
月
２
日
㈫

公
共
職
業
訓
練

７
月
期
生
募
集

募集

熊本県浄化槽協会・山鹿支部会員
アイビー浄水㈲
㈲岩野石油
㈲有働設備
㈾とらや商会

㈲平成美掃

㈲中村工務店
日創立花㈱
㈲フルカワ
㈲池田設備

㈲山鹿浄化槽
管理センター

44－0791 32－2180
44－3255
43－5023

32－3341
43－1239
44－5990

096－273－2398

☎32－2856
☎44－3254
☎43－3529

44－2728☎43－5547

43－7415☎43－7405

☎32－3128
☎43－4660

☎43－4550
☎43－2212

☎096－272－2319

FAX

FAX

FAX

FAX

㈲東設備 ☎36－3083

FAX

FAX

FAX

FAX

FAX

FAX工
事
会
員

会
員
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開催日 行　事　名 時間 料金

８日㈬ 休　館　日

12日㈰ 春の山鹿温泉を言
こと

祝
ほ

ぎ踊る
第二回　山鹿をどり 日中 有料

18日㈯
～

19日㈰
坂東玉三郎　世界のうた 午後 有料

※�主催者の都合で時間や内容など変更になる場合があ
ります。なお、各催しのチケット・主催者などのお
問い合わせは、八千代座までどうぞ　

問☎ (44)4004

５月

　八千代座見学＆山鹿灯籠踊り定期公演
期日　�５月７日㈫・９日㈭・13日㈪・14 日㈫・21 日㈫・

23 日㈭・26 日㈰・27 日㈪・28 日㈫・30 日㈭
時間　午前 11時
料金　大人 520 円、小中学生 260 円（団体割引あり）

５
月
の
さ
く
ら
湯
休
館
日

５
月
15
日
㈬
（
第
３
水
曜
日
）

　
元
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
で
退
職
後
、
ラ

ジ
オ
深
夜
便
の
制
作
担
当
を
し
て
い
た
笹
本

晴は
る
し
げ茂
氏
の
講
演
で
す
。
一
昨
年
か
ら
韓
国
Ｋ

Ｂ
Ｓ
国
際
放
送
で
校
閲
委
員
と
し
て
活
動
さ

れ
た
経
験
を
話
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

◦�

日
時
　
５
月
25
日
㈯
　
午
前
11
時
～

◦�

場
所
　
八
千
代
座
交
流
施
設

◦�

演
題
　「
韓
国
公
共
放
送
の
現
場
か
ら
見

た
日
韓
の
今
」

◦�

講
師
　
笹
本
晴
茂
氏

※
入
場
無
料

問�
山
鹿
文
化
協
会（
木
村
）☎（
46
）５
５
１
２

　
山
鹿
市
立
博
物
館
　
　
☎（
43
）１
１
４
５

山
鹿
文
化
協
会
総
会
記
念

文
化
講
演
会

催し

◦�

日
時
　
５
月
10
日
㈮

　
　
　
　
午
前
10
時
～
正
午

◦�

場
所
　
山
鹿
市
民
医
療
セ
ン
タ
ー
玄
関

ホ
ー
ル

◦�

内
容
　
身
長
・
体
重
・
血
糖･

体
脂
肪
測

定
、
看
護
・
栄
養
・
リ
ハ
ビ
リ
相
談
、
福

祉
用
品
の
展
示
な
ど

◦�

参
加
費
　
無
料

問 

山
鹿
市
民
医
療
セ
ン
タ
ー☎（

44
）２
１
８
５

看
護
の
日
イ
ベ
ン
ト
に

参
加
し
ま
せ
ん
か

催し

菖し
ょ
う

蒲ぶ

湯

　
菖
蒲
湯
は
邪
気
を
払
い
、
疫
病
を
除
く
も

の
と
し
て
、
古
く
か
ら
５
月
５
日
の
端
午
の

節
句
の
日
に
入
ら
れ
て
い
ま
す
。

◦�

日
時
　
５
月
５
日
㈷
　
こ
ど
も
の
日

　
　
　
　
午
前
６
時
～
午
前
０
時

※�

菖
蒲
は
衛
生
面
に
配
慮

し
、
あ
ら
か
じ
め
熱
湯
で

殺
菌
し
ま
す
。

※
入
湯
料
金
は
通
常
通
り
。

お
母
さ
ん
と
一
緒
に
さ
く
ら

湯
に
入
ろ
う

　
お
母
さ
ん
に
日
頃
の
感
謝

を
込
め
て
、
一
緒
に
お
風
呂
に
入
り
な
が
ら

親
孝
行
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

◦�

日
時
　
５
月
12
日
㈰
　
母
の
日

　
　
　
　
午
前
６
時
～
午
前
０
時

※�

子
ど
も
さ
ん
と
一
緒
に
入
浴
さ
れ
た
お
母

さ
ん
へ
粗
品
進
呈
。

※
入
湯
料
金
は
通
常
通
り
。

や
ま
が
湯
町
さ
く
ら
湯
企
画
展

小
原
流
熊
本
北
支
部
「
み
ん
な
の
花
展
」

◦�

日
時

　
５
月
11
日
㈯
　

　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

　
５
月
12
日
㈰
　

　
午
前
９
時
～
午
後
４
時

◦�

場
所
　
さ
く
ら
湯
「
池
の
間
」

問 

さ
く
ら
湯
　
　
　
　
　
☎（
43
）３
３
２
６

さ
く
ら
湯
５
月
の
イ
ベ
ン
ト

催し

（公社）熊本県浄化槽協会・山鹿支部からのお知らせ
浄化槽は、適正な施工に加え、定期的な点検、清掃、法定検査が必要です。
県・山鹿市及び当協会では、単独浄化槽から合併浄化槽への転換の推進に取り組んでおり、
更に協会独自で　１先５万円　の助成制度を設け助成を行っております。
助成は、平成31年度も行われ①予算範囲で先着順、②右ページ会員工事業者による施工が
必要となります。制度の詳細については、右ページの会員工事業者にお尋ね下さい。

公益社団法人熊本県浄化槽協会　上益城郡嘉島町上仲間227-86　☎096-284-3355　
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【一般】
①訪問看護師（正・准）　20 万円～
②理学療法士・作業療法士
　27 万円～
③歯科衛生士　195,000 円～
④ケアマネージャー　166,000 円～
⑤看護助手（ケアワーカー）
　132,000 円～
⑥美容師見習い　15 万円～
⑦生花販売スタッフ　15 万円～　
⑧ガソリンスタンドスタッフ　
　226,000 円
⑨調理師　143,000 円～
⑩工場内作業　15万円～
⑪土木作業員　184,800 円～
⑫梱包作業　17 万円～
⑬�家庭ゴミの収集運搬作業員
　167,000 円

【パート】
①看護師・准看護師
　時給 1,000 円～
②一般事務　時給 780 円～
③道路パトロール助手
　時給 933 円～
④製造スタッフ　時給 800 円～
⑤惣菜スタッフ　時給 780 円
⑥パンの成形　時給 800 円～
⑦�製造作業員　時給 780 円
⑧清掃員　時給 800 円
※詳細はご来室・ご相談ください。
　すでに採用済みの場合もあります。
問 山鹿市地域職業相談室
　☎(43)1724

仕事の相談はお気軽に定例相談

◦日時　５月９日㈭�
　　　　午後１時半～４時半
◦場所　鹿北市民センター相談室
問鹿北市民センター　☎ (32)3111

税務相談

一人で悩まず、一度相談してみませ
んか。どの会場でも相談できます。
　相談の時間は、下記のとおりです。
◦一般相談　午前 9時～正午
※�予約ではありませんので、お待ち
いただく場合があります。
◦司法書士相談　午前 10時～正午
◦法律相談　午前 10時～正午

心配ごと相談

◦�日時　�５月８日㈬・15 日㈬・22
日㈬　※要予約

　　　　午前 10時～午後３時
◦場所　市役所会議室
◦�持参品　本人確認書類（運転免許
証など）、代理の場合は委任状
問国保年金課　☎ (43)1576

年金出張相談

相談は無料で、秘密は固く守ります。
お気軽にご相談ください。

◦日時　�５月７日㈫・14 日㈫・21
日㈫・28 日㈫

　　　　午後１時半～４時
◦場所　市役所福祉援護課
　　　　障がい福祉係

◦日時　�５月８日㈬・15 日㈬・22
日㈬・29日㈬

　　　　午前９時～ 11時
◦場所　山鹿健康福祉センター

◦日時　５月７日㈫
　　　　午後１時半～３時半
◦場所　菊鹿市民センター

◦日時　５月 14日㈫
　　　　午後１時半～３時半
◦場所　鹿央市民センター

◦日時　５月 21日㈫
　　　　午後１時半～３時半
◦場所　鹿北市民センター

◦日時　�５月 28 日㈫
　　　　午後１時半～３時半
◦場所　鹿本市民センター
問福祉援護課　☎ (43)0052

障がい児・者相談
専門の相談員が支援します。

【山鹿】
①一般相談　５月 10日㈮
②�司法書士相談（成年後見・多重債
務・登記関係）
　５月 17日㈮�※要予約
③法律相談　５月24日㈮�※要予約
◦場所　山鹿健康福祉センター内
　　　　社協本所・山鹿支所
　　　　☎ (43)1134

【鹿北】
①一般相談　５月９日㈭
◦場所　鹿北老人福祉センター
　　　　☎ (32)2696
【菊鹿】
①一般相談　５月８日㈬
◦場所　菊鹿健康福祉センター
　　　　ひまわり館　☎ (48)5060
【鹿本】
①一般相談　５月７日㈫
②法律相談　５月21日㈫�※要予約
◦場所　鹿本高齢者コミュニティ
　　　　センター「親和荘」
　　　　☎ (46)2206
【鹿央】
①一般相談　５月 13日㈪
②�司法書士相談（登記関係）
　５月 20日㈪�※要予約
◦場所　鹿央地域福祉センター
　　　　☎ (36)3811

問社会福祉協議会本所��☎ (43)1134

◦日時　５月14日㈫�午後１時～４時
◦場所　市役所商工観光課
問商工観光課　☎ (43)1579

社会保険労務士労働相談

◦日時　毎週月～金曜日
　午前８時半～午後５時 15分
◦場所　市役所２階消費生活相談室
問山鹿市消費生活センター
　☎(43)0188

消費生活相談認知症に関する相談
◦日時　５月８日㈬・22日㈬
　　　　午前 10時～正午
◦場所　山鹿健康福祉センター
問長寿支援課地域包括支援係
　☎ (43)1077

※�年金事務所での相談を希望する場
合は予約専用ダイヤル（0570-05-
4890）をご利用ください。



オ ム ロ ン
ハンドボール部

　山鹿市杉にあるオムロンリレーアンドデバイスのオムロ
ンハンドボール部は、1974（昭和４９）年に立石電機ハン
ドボールチームとして発足以来、山鹿市を拠点に活動を
行う、国内でも指折りの女子実業団チームです。
　また、市内の小中学校をはじめとしたハンドボール教
室の開催など、地域貢献活動にも取り組んでいます。
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５
月
の
休
日
在
宅
当
番
医

お
よ
び
当
番
薬
局

日(曜) 診療時間：午前９時〜午後５時 営業時間：午前９時〜午後５時

１日㈬㈷
〜

6日㈪㉁
広報やまが４月号・30ページに掲載

広報やまが４月号・30ページに掲載
　訂正：�追加で、山鹿いちご薬局（９時〜13時）1日㈷

/２日㉁、きらきら薬局（９時〜 17時）２日㉁、
城北中央薬局５日㈷が開局

　　　　�山鹿いちご薬局６日㉁は閉局
12日㈰ 大坪内科呼吸器科医院 /前原耳鼻咽喉科医院 グリーンファーマシー /山鹿岩下薬局
19日㈰ 坂本医院 /後藤整形外科医院 山鹿岩下薬局

26日㈰ 三森循環器科呼吸器科病院 みうた薬局 /山鹿岩下薬局 /山鹿いちご薬局
　訂正：�追加で、山鹿いちご薬局が開局します。�

＊都合で変更になる場合があります。（鹿本医師会） ＊営業時間が異なる薬局がありますので、詳しくはお尋ねください。

　　第 43 回 日本ハンドボールリーグ　個人表彰
　昨年度に開催された第 43回日本ハンドボールリーグ（全 24試合）。チームオムロンは15勝７敗２分の
成績で３位となり、プレーオフに進出しましたが、決勝で敗退。残念ながらリーグ優勝とはなりませんでしたが、
オムロンから３人の選手が個人賞を獲得しました。おめでとうございます。

フィールド得点賞（２回目）

７ｍスロー阻止率賞（初）

ベストセブン賞（初）

ベストセブン賞（初）

吉�田�起
ゆ き

�子
こ

�選手

宮�川�裕
ゆ

�美
み

�選手

�相�澤�莉
り

�乃
の

�選手

得点：120点
シュート：268本

阻止率：0.433

（コメント）
　今回の結果をとてもうれしく思います。皆さ
んの声援が力になりました。来シーズンも引き
続き応援よろしくお願いします。

（コメント）
　今回このような賞を頂いたことも、皆さんの
応援があったからだと思います。ありがとうご
ざいます。皆さんの声援が、私たちの力になり
ますので、今後も応援よろしくお願いします。

シュート阻止率ランキング　4位

得点王（FG+７ｍ）ランキング　２位

（コメント）
　ベストセブンに選出していただけたことを大
変うれしく思います。賞を頂けたのは、皆さん
の温かいご声援があってこそだと思っています。
たくさんの応援が私たちのエネルギーとなって
います。来シーズンもさらに結果を求めて、皆さ
んによい報告ができるよう精進してまいります。

７ｍスロー得点ランキング　３位



が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
４
月
８
日
に

は
統
合
式
が
行
わ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ク

ラ
ス
や
部
活
動
な
ど
で
み
ん
な
仲
良
く

頑
張
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、閉
校
と
な
っ

た
鶴
城
中
跡
地
は
当
分
の
間
、
山
鹿
中

鶴
城
体
育
館
お
よ
び
鶴
城
グ
ラ
ウ
ン
ド

と
し
て
活
用
し
ま
す
。

社
会
教
育
の
振
興

●
青
少
年
健
全
育
成
事
業

　
子
ど
も
た
ち
を
「
地
域
全
体
で
守
り
、

育
て
る
」
の
理
念
の
も
と
、
地
域
社
会

や
学
校
、
そ
の
他
関
係
機
関
と
連
携
し

て
、「
早
ね�

あ
い
さ
つ�

朝
ご
は
ん
」
運

動
、
巡
回
活
動
、
立
志
の
道
を
歩
こ
う

事
業
な
ど
を
実
施
し
、
青
少
年
が
健
や

か
に
成
長
で
き
る
環
境
づ
く
り
を
目
指

し
ま
す
。

●
国
際
姉
妹
都
市
ク
ー
マ
交
流
事
業

　
国
際
姉
妹
都
市
で
あ
る
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
・
ニ
ュ
ー
サ
ウ
ス
ウ
ェ
ー
ル
ズ
州

ク
ー
マ
と
の
青
少
年
の
相
互
交
流
事
業

と
し
て
、
本
年
８
月
に
は
ク
ー
マ
の
訪

問
団
の
受
け
入
れ
を
行
い
ま
す
。
交
流

活
動
や
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
な
ど
を
通
じ

　
教
育
基
本
計
画
に
基
づ
く
、
今
年
度

の
事
業
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

教
育
の
充
実

●
子
ど
も
輝
き
プ
ラ
ン
事
業

　
不
登
校
や
配
慮
が
必
要
な
児
童
・

生
徒
を
支
援
す
る
た
め
、
サ
ポ
ー
ト

テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
36
人
を
配
置
し
ま
す
。

　
ま
た
、
教
育
の
相
談
を
受
け
た
り
、

児
童
生
徒
と
家
族
や
学
校
の
間
に
入

り
、
い
じ
め
や
不
登
校
な
ど
の
解
消
に

向
け
た
支
援
を
し
た
り
す
る
ス
ク
ー
ル

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
2
人
を
配
置
し

ま
す
。

　
さ
ら
に
、
学
校
に
お
け
る
教
職
員
の

山鹿市教育委員会広報

第45号

ゆ
め
ー

る
山鹿市教育委員会
教育総務課

☎（４３）１６３８
E -ma i l : k soh@c i t y.
yamaga.kumamoto.jp

第
３
次
　
山
鹿
市
教
育
基
本
計
画

【
基
本
理
念
】
生
涯
学
習
社
会
を
め
ざ
し
て

限
り
な
い
夢
を
抱
き
　
心
豊
か
に
　
た
く
ま
し
く
生
き
る
人
材
の
育
成

特
別
支
援
教
育
の
専
門
性
向
上
と
、
校

内
で
の
支
援
体
制
を
整
備
す
る
た
め
、

合
理
的
配
慮
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
4
人

を
配
置
し
ま
す
。

●
地
域
未
来
塾

　
経
済
的
な
理
由
な
ど
に
よ
り
、
家
庭

で
の
学
習
が
困
難
で
あ
っ
た
り
、
学
習

習
慣
が
十
分
身
に
付
い
て
い
な
か
っ
た

り
す
る
中
学
生
へ
、
学
校
や
家
庭
と
連

携
し
、
教
員
Ｏ
Ｂ
な
ど
地
域
住
民
の
協

力
に
よ
る
学
習
支
援
を
行
い
ま
す
。

●
外
国
語
指
導
事
業

　
小
学
校
の
外
国
語
活
動
を
充
実
さ
せ

る
た
め
に
、
Ａ
Ｌ
Ｔ
（
外
国
語
指
導
助

手
）
を
8
人
配
置
し
ま
す
。
外
国
語
に

慣
れ
親
し
む
こ
と
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
能
力
の
基
礎
を
養
い
ま
す
。

●
学
校
規
模
適
正
化
事
業

　

◦
　�

鹿
本
地
区
３
小
の
統
合
（
来
民
小
・

稲
田
小
・
中
富
小
）

　
現
在
の
来
民
小
の
敷
地
に
、
統
合
校

の
校
舎
建
築
１
期
工
事
と
し
て
管
理
特

別
教
室
棟
が
完
成
し
、
一
部
機
能
を
移

転
し
ま
し
た
。
引
き
続
き
、
２
期
工
事

の
教
室
棟
と
体
育
館
の
建
築
工
事
を
進

め
ま
す
。
ま
た
、
平
成
32
年
４
月
「
鹿

本
小
学
校
」
の
開
校
に
向
け
て
、
準
備

委
員
会
な
ど
で
教
育
課
程
や
３
校
児
童

の
交
流
な
ど
を
協
議
し
ま
す
。

　

●
　�

八
幡
小
・
平
小
城
小
・
三
岳
小
の
統
合

　
現
在
の
八
幡
小
の
敷
地
を
統
合
校
の

位
置
と
し
ま
し
た
が
、
開
校
目
標
年
度

に
つ
い
て
は
当
初
の
計
画
を
当
面
延
期

し
た
た
め
、
現
時
点
で
は
未
定
で
す
。

ま
ず
は
、
八
幡
小
学
校
隣
接
の
土
砂
災

害
特
別
警
戒
区
域
指
定
の
解
除
を
最
優

先
と
し
て
取
り
組
み
、
そ
の
後
、
開
校

目
標
年
度
や
具
体
的
な
統
合
協
議
を
進

め
ま
す
。

　

●
　�

鶴
城
中
と
山
鹿
中
の
統
合

　
平
成
31
年
４
月
、
鶴
城
中
を
山
鹿
中

に
編
入
し
て
、新
た
な
「
山
鹿
中
学
校
」
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活
用
し
た
地
域
活
性
化
事
業
に
取
り
組

み
ま
す
。

　
今
年
度
は
お
米
を
は
じ
め
と
す
る
流

域
の
食
材
を
使
っ
た
メ
ニ
ュ
ー
作
り
や

商
品
開
発
を
進
め
ま
す
。
ま
た
、
30
年

度
の
ガ
イ
ド
講
座
受
講
者
の
ス
キ
ル

ア
ッ
プ
を
図
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
日
本

遺
産
の
文
化
財
や
食
な
ど
の
流
域
の
魅

力
を
楽
し
め
る
ツ
ア
ー
ル
ー
ト
の
商
品

化
を
進
め
る
事
業
な
ど
を
行
っ
て
い
き

ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

●
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
推
進
事
業

●
ス
ポ
ー
ツ
大
会
開
催
事
業

　
手
軽
に
楽
し
め
る
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ

や
健
康
運
動
教
室
、
ス
ポ
ー
ツ
大
会
な

ど
を
開
催
し
、
市
民
一
人
一
人
が
生
涯

を
通
じ
て
運
動
で
き
る
機
会
を
提
供
す

る
こ
と
で
、
心
身
と
も
に
健
康
で
活
気

の
あ
る
地
域
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

　
こ
と
し
は
「
全
国
高
等
学
校
総
合
体

育
大
会
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
競
技
」
と
「
女

子
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
世
界
選
手
権
大
会
」

が
本
市
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
大
会
の
成

功
に
向
け
て
、
実
行
委
員
会
と
綿
密
に

連
携
を
取
り
な
が
ら
大
会
の
周
知
を
徹

底
し
、山
鹿
市
全
体
で
応
援
す
る「
オ
ー

ル
山
鹿
」
体
制
を
構
築
す
る
こ
と
で
、

大
会
を
盛
り
上
げ
る
環
境
づ
く
り
を
行

い
ま
す
。

　
ま
た
、
施
設
の
老
朽
化
に
伴
い
、
山

鹿
市
総
合
体
育
館
の
照
明
器
具
改
善
や

ト
イ
レ
の
洋
式
化
な
ど
の
改
修
を
行
っ

て
い
き
ま
す
。

子
育
て
支
援

●
子
ど
も
総
合
相
談
事
業

　
お
お
む
ね
18
歳
ま
で
の
子
ど
も
の
成

長
や
発
達
、
虐
待
や
暴
力
に
関
す
る
心

配
事
や
、
ひ
と
り
親
の
自
立
な
ど
の
相

談
に
応
じ
る
た
め
、
専
門
機
関
と
連
携

し
て
問
題
解
決
に
努
め
る
「
子
ど
も
総

合
相
談
窓
口
」
を
鹿
本
地
域
振
興
局
一

階
に
設
置
し
て
い
ま
す
。

●
病
後
児
保
育
事
業

　
病
気
回
復
期
の
子
ど
も
を
預
か
る
病

後
児
保
育
室
を
、山
鹿
保
育
園
内
の「
あ

す
な
ろ
」
と
三
玉
保
育
園
内
の
「
さ
く

ら
ん
ぼ
」
の
２
カ
所
で
実
施
し
て
い
ま

す
。

て
、
言
葉
や
文
化
の
違
い
を
超
え
た
交

流
を
図
る
こ
と
で
、
広
い
視
野
と
豊
か

な
感
性
を
備
え
た
人
材
の
育
成
を
目
指

し
ま
す
。

●
夢
の「
と
び
ら
」を
ひ
ら
く
事
業

　
図
書
館
シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
て
、
市

図
書
館
の
全
蔵
書
の
予
約
、貸
し
出
し
、

返
却
が
、
市
内
２
図
書
館
と
３
図
書
室

の
ど
こ
で
も
利
用
で
き
ま
す
。

　
移
動
図
書
館
車
は
、
自
治
公
民
館
や

幼
稚
園
・
保
育
園
・
学
校
な
ど
市
内

74
ヵ
所
の
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
巡
回
す
る

と
と
も
に
、
地
域
イ
ベ
ン
ト
へ
も
参
加

し
て
、
読
書
活
動
を
多
方
面
で
推
進
し

ま
す
。
ま
た
、
昨
年
度
に
引
き
続
き
、

こ
も
れ
び
図
書
館
の
平
日
閉
館
時
間
を

午
後
7
時
ま
で
延
長
し
ま
す
。

●
生
涯
教
育
推
進
事
業

　
市
民
一
人
一
人
が
健
康
で
充
実
し
た

人
生
を
送
れ
る
よ
う
、公
民
館
講
座「
自

主
講
座
」
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、
生

涯
学
習
講
座
を
開
設
し
ま
す
。
多
く
の

市
民
が
気
軽
に
学
べ
る
機
会
を
提
供
す

る
こ
と
で
、
生
き
が
い
づ
く
り
を
支
援

し
ま
す
。

文
化
財
保
護

●
文
化
財
保
存
活
用
事
業

　
本
市
内
に
所
在
す
る
指
定
文
化
財
の

保
存
と
活
用
を
図
り
ま
す
。
定
期
的
な

除
草
清
掃
を
行
う
ほ
か
、
経
年
な
ど
で

劣
化
し
た
看
板
や
石
碑
な
ど
の
修
理
を

行
い
ま
す
。
こ
の
ほ
か
文
化
財
を
紹
介

す
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
増
刷
し
、
そ
の

周
知
に
努
め
ま
す
。

●
菊
池
川
流
域
日
本
遺
産
推
進
事
業

　
菊
池
川
流
域
の
４

市
町
（
山
鹿
市
・
玉
名

市
・
菊
池
市
・
和
水
町
）

と
熊
本
県
、
民
間
団
体

で
組
織
す
る
菊
池
川

流
域
日
本
遺
産
協
議
会
で
、
文
化
財
を 康平寺
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倶楽部
すくす

く

やまが職業相談総合センター
　鹿本地域振興局（市役所北側）１階に「やまが職業相談総合センター」を設
置しています。３つの機関が相談者の個人情報を保護しつつ連携することで、
相談者の状況に応じた就労を支援します。

山鹿市地域職業相談室
☎ (43)1724

ジョブカフェ鹿本ブランチ
☎ (44)7520

高齢者無料職業紹介所
鹿本相談所　☎ (43)6542

開設日時　
�平日の午前９時半〜午後５時（土・
日・祝日、年末年始は休み）
業務内容
�求人検索パソコンを設置。求人情
報の閲覧・印刷ができるほか、相
談員が職業相談や紹介をします。

開設日時
�平日の午前 10時〜午後５時（予
約制。土・日・祝日、年末年始は休み）
業務内容
�職業相談のほか、履歴書作成支援・
面接対策・求人開拓などを行いま
す。

開設日時
月・水・金の午前 10時〜午後４
時（祝日、年末年始は休み）
業務内容
�おおむね 60 歳以上の人を対象
に、求人・求職受け付けと、希望
に応じた仕事を紹介します。

就職でお悩みの人はご相談を！

◦�上記のほか、たまな若者サポートステーション（厚生労働省認定事業）による、若者就職相談会も鹿本地域振興局で
実施中です。仕事・就職に関するご相談に専門のキャリアカウンセラーが対応します。
　開設日時：毎月第１･第３金曜日　午前10時〜午後４時　問たまな若者サポートステーション　☎0968(74)0007

問商工観光課　☎ (43)1579

■
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山
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山
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☎
0968（

43）1118　
�
0968（

44）0373
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aga.kum
am
oto.jp
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2019
年
５
月
号

エ
コ
マ
ー
ク
認
定
の
再
生

紙
を
使
用
し
て
い
ま
す

み
ど
り
を
ま
も
る

応募時に３歳以下のお子さんを紹介するコーナーです。きょうだいなど複数人で写っている場合、３歳
以下のお子さんがいれば掲載できます（１人１回）。掲載を希望する人は、写真（データも可）とメッセー
ジ・住所・氏名・生年月日を書いて、山鹿市役所情報システム広報課へ郵送するか持参してください。

　メッセージ
　　じぃじ、ばぁば　いつもありがとう★

　メッセージ
　　保育園がんばります！
　　これからも仲良くしようね♡

（H29.10. ７生まれ）
中（山鹿）

　　うえまつ　　ゆうしん

植松　優心ちゃん（H29. ８.30 生まれ）
長坂 （山鹿）

　　 ふるえ　　　ひなた

古江　陽太ちゃん
（H29. ７.18 生まれ）

小群 （山鹿）

　　　かわかみ　  あらた

川上　新ちゃん

＊ 掲載の人名は、原則として新聞用語懇談会の取り決
めによる漢字を使用しています（情報システム広報課）

山
鹿
市
公
式
ブ
ロ
グ

QR コード

■人の動き
人口 171 人減りました 52,008 人
男性 90 人減りました 24,481 人
女性 81 人減りました 27,527 人
世帯数 11 世帯増えました 21,853 世帯

〜14歳 11.9 ％ 6,185 人
15歳〜64歳 51.8 ％ 26,917 人
65歳〜 36.4 ％ 18,906 人

３月末現在 ( 増減は前月末比 )

あ
と
が
き

♠
広
報
を
担
当
し
て
丸
４
年
が
経
過

し
、
３
月
末
で
異
動
と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
数
々
の
取
材
に
ご
協
力
い

た
だ
い
た
皆
さ
ん
へ
、
心
か
ら
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。
次
の
担
当
者
は
私
よ

り
少
し
だ
け
若
い
の
で
、
紙
面
も
若

返
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
自
分
が
で
き
な

か
っ
た
こ
と
を
後
輩
に
託
し
、
ペ
ン
を

置
き
た
い
と
思
い
ま
す
。（
番
）

★
は
じ
め
ま
し
て
。
4
月
の
異
動
で

広
報
担
当
に
な
り
ま
し
た
。
ま
だ
ま

だ
慣
れ
な
い
カ
メ
ラ
操
作
や
紙
面
の

編
集
作
業
に
戸
惑
い
の
連
続
で
す
が

「
広
報
や
ま
が
」
を
通
し
て
山
鹿
の
情

報
を
幅
広
く
・
分
か
り
や
す
く
伝
え

ら
れ
る
よ
う
頑
張
り
ま
す
。
取
材
で

お
会
い
し
た
際
は
、
お
気
軽
に
声
を

掛
け
て
く
だ
さ
い
。（
植
）


